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相互理解の促進と共通利益の深化
インフレは依然

経済最大の潜在的懸念
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旧暦12月29日にあたる2月1日、温家宝総理は北

京で中共中央と国務院の2011年春節（旧正月）祝

賀会に出席した後、直接空港へ移動し、安徽省合

肥市へ向かった。農民を訪問し、大別山革命聖地

の経済・社会発展情況を視察し、地元幹部・庶民

と共に春節を過ごした。（姚大偉撮影）

旧暦12月29日と30日にあたる2月1日と2日、胡錦濤国家主席は河北省保定市を訪れ、地元幹部・

市民と共に新春を迎えた。胡主席は党中央、国務院、中央軍事委員会を代表して全党、全軍、全国

各族人民に親しみを込めた新年の挨拶と素晴らしい新春の祝意を伝えた。（李学仁撮影）

中国人民銀行（中央銀行）は

2月8日夜、9日より金融機関の金

利を引き上げると発表した。今

回の利上げにより、1年物の貸出

金利は5.81％から6.06％、預金

金利は2.75％から3.00％となっ

た。（蒙鐘徳撮影）

「魅力の北京」写真展が2月

8日、東京都庁のロビーで開催

された。中国や米国、日本、ド

イツ、英国など世界各国の有名

カメラマンの作品85枚が展示

され、古都の風景や現代的な容

貌、古くからの北京の生活など

様々な角度から北京の都市の魅

力を生き生きと伝えた。北京の

美しさを凝縮した作品に、多く

の来場者が見入っていた。

（呉谷豊撮影）
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温家宝総理は1月20-27日に中南海で

座談会を5回開き、「政府活動報告」と

「第12次五カ年計画綱要」の各草案に

ついて意見を聞いた。座談会には各民

主党派中央、全国工商業連合会、およ

び無党派の担当者、教育界、科学技術

界、文化界、衛生界、スポーツ界の代

表、労働者、農民、学生など大衆の代

表がそれぞれ出席した。（丁林撮影）

ここ数年、山東省の周村古商城の知名度

が高まり、「周村年越し祭」は中国国内で有

名な行事となっている。2011年の春節には、

インド、パキスタンなど20を越える国の留学

生が周村を訪れ、素晴らしい大晦日を過ごし

た。（張紅霞撮影）

北京市は2月16日、新しい「国八条」

の不動産調整細則を発表した。同細則に

よると、北京市で住宅を持っていない同

市戸籍以外の世帯が北京で不動産を購入

する場合、連続5年以上の社会保険と個人

所得税の納付証明を提出することが要求

されている。（羅暁光撮影）

北京の大使館区に位置す

る三里屯の元宵灯会には2月

16日夜、多くの人が訪れて

いた。三里屯には外国人が

多く住み、伝統的な灯会と

は異なり、三里屯の灯会は

より現代的で「洋風」な雰

囲気を漂わせていた。

（超琬微撮影）

2月20日、四川省からのジャイ

アントパンダの「比力」と「仙

女」が、中国ジャイアントパン

ダ保護研究センター雅安碧峰峡基

地を出発し、上海を経由して21日

に東京上野動物園に到着した。東

京都と中国野生動物保護協会がパ

ンダ保護研究協力プロジェクトに

関する協定を結び、中国側は「比

力」と「仙女」を東京都側に貸し

出し期間10年で提供することに同

意した。（江宏景撮影）
>>

>>
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>>

>>



北京週報ｅ刊  2011・3   8    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/9  北京週報ｅ刊  2011・3     

イ
ン
フ
レ
は
依
然

経
済
最
大
の
潜
在
的
懸
念

トップ記事トップ記事

中
国
人
民
銀
行
（
中
央
銀
行
）
は
２
月
８
日
、

金
利
引
上
げ
を
決
定
。
国
務
院
は
同
月
９
日
に
常

務
会
議
を
開
催
し
、
食
糧
生
産
の
確
保
な
ど
１
０

項
目
の
措
置
を
打
ち
出
し
た
。
こ
う
し
た
政
策
の

制
定
は
い
ず
れ
も
２
０
１
１
年
経
済
活
動
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
「
物
価
の
安
定
」
と
深
く
関
係
す

る
。「

１
０
年
の
経
済
で
最
も
意
に
沿
わ
な

か
っ
た
の
が
物
価
だ
」
。
国
家
統
計
局
チ
ー

フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
姚
景
源
氏
に
よ
る
と
、

昨
年
初
め
の
こ
ろ
は
そ
の
年
の
消
費
者
物
価

指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
の
前
年
比
伸
び
率
が
３
％

を
超
す
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
現

時
点
で
は
３
•
２
～
３
•
５
％
の
間
に
あ
る

と
見
ら
れ
る
。
し
か
も
今
年
の
物
価
上
昇
圧

力
も
非
常
に
強
い
。
当
面
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
上
昇
の

１
つ
の
特
徴
は
食
品
価
格
の
上
昇
で
あ
り
、

こ
れ
は
各
人
、
と
く
に
低
所
得
層
に
打
撃
を

与
え
る
か
ら
だ
。

中
国
社
会
科
学
院
数
量
経
済
・
技
術
経
済
研
究

所
所
長
の
汪
同
三
氏
の
指
摘
は
よ
り
直
接
的
で
あ

多
く
の
要
素
が
イ
ン
フ
レ
を

も
た
ら
し
た

姚
景
源
氏
は
、
物
価
上
昇
の
原
因
は
主
に
４

点
あ
る
と
見
る
。
先
ず
、
輸
入
で
あ
る
。
米
国
の

大
規
模
な
通
貨
発
行
が
国
際
的
な
主
力
商
品
の
価

格
を
引
き
上
げ
、
そ
の
一
方
、
中
国
は
主
力
商
品

の
大
量
輸
入
国
で
あ
る
た

め
、
輸
入
に
よ
る
イ
ン
フ

レ
は
防
ご
う
に
も
防
ぐ
こ

と
が
で
き
な
い
。
次
に
、

通
貨
の
過
多
な
発
行
で
あ

る
。
０
９
年
の
貸
付
残
高

は
９
兆
元
。
こ
の
時
に

適
度
な
金
融
緩
和
政
策
を

講
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
中

国
が
率
先
し
て
危
機
か
ら

脱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
た

め
に
代
価
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
３

に
、
農
業
基
盤
が
脆
弱
で

あ
る
。
第
４
に
、
市
場
の

秩
序
に
問
題
が
あ
り
、
一

部
企
業
が
独
占
的
な
利
益

を
追
求
し
て
い
る
。

興
業
銀
行
資
金
営
業

運
営
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
魯
政
委
氏

は
、
今
回
の
イ
ン
フ
レ
に

は
そ
れ
な
り
の
特
殊
性
が

あ
る
と
話
す
。
労
働
者
の

賃
金
が
上
が
る
に
伴
い
、

過
剰
な
生
産
能
力
が
物
価

に
及
ぼ
す
抑
圧
は
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
。
食
品
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く
そ
の
他
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
も
上
昇
し

て
お
り
、
工
業
関
連
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
も
上
昇
し
て
い
る

が
、
０
８
年
で
す
ら
こ
の
よ
う
に
鮮
明
な
兆
し
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

北
京
師
範
大
学
経
済
・
工
商
管
理
学
院
教
授
、

金
融
系
主
任
の
賀
力
平
氏
は
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
変
動
に
つ

い
て
、
「
第
１
は
、
一
部
の
外
部
で
発
生
し
た
、

る
。
「
１
１
年
に
中
国
が
直
面
す
る
最
も
切
迫
し

た
、
最
も
現
実
的
な
問
題
は
イ
ン
フ
レ
を
い
か
に

抑
制
す
る
か
だ
」
。

市
民
生
活
は
イ
ン
フ
レ
の
試
練
を

受
け
た

中
国
は
１
０
年
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
追
い
抜

い
て
、
世
界
第
２
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
が
、
一

般
市
民
に
と
っ
て
は
、
こ
の
世
界
第
２
と
い
う
栄

誉
は
、
現
実
の
幸
福
感
と
む
し
ろ
大
き
な
差
が
あ

る
。１

０
年
１
０
月
、
杭
州
の
鳳
起
自
由
市
場
で

飲
食
業
を
営
む
市
民
が
５
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
大

豆
油
を
７
０
個
余
り
購
入
。
値
上
が
り
を
心
配

し
て
の
こ
と
だ
が
、
一
部
市
民
が
大
量
に
購
入

し
た
こ
と
で
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
一
部
ブ
ラ

ン
ド
の
食
用
油
が
品
不
足
状
態
に
。
ま
た
、
農

産
品
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
市

民
が
自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
植
木
鉢
や
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
て
野
菜
を
栽
培
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

物
価
の
上
が
り
下
が
り
は
常
に
庶
民
の
心
を

突
き
動
か
し
、
イ
ン
フ
レ
は
人
び
と
の
消
費
の
方

法
と
投
資
の
考
え
方
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
１
０
年
を
振
り
返
る
と
、
生
活
や
人
の
気
持

ち
は
物
価
が
上
下
し
、
国
が
調
整
す
る
中
で
複
雑

な
様
相
を
呈
し
た
。

農
産
品
を
主
体
と
す
る
生
活
必
需
品
の
値
上
が

り
が
、
物
価
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
主
因
で
あ
る
。

国
家
統
計
局
が
１
０
年
１
２
月
に
発
表
し
た
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
同
年
１
１
月
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
前
年
比

で
５
•
１
％
増
と
、
そ
の
年
の
記
録
を
更
新
し

た
。

イ
ン
フ
レ
は
依
然

経
済
最
大
の
潜
在
的
懸
念

山西省運城市は市街区にある各大型スーパーマー

ケットで農民専門協同組合を通じて流通コストを減

らし、安価の野菜を市民に供給している。写真は

スーパーマーケットで野菜を買う市民（薛俊撮影）

２００９年９月から、国際金価格は何度も新高値を更新したが、ゴールドアクセサ

リーは依然として消費者に絶大な人気がある。写真は浙江省徳清県にある中国黄金社

の店舗でゴールドネックレスを選ぶ消費者  (倪立芳撮影)

本
誌
記
者 

繆
暁
陽
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行
は
す
で
に
金
融
政
策
を
適
度
な
緩
和
か
ら
中
立

（
穏
健
）
へ
と
転
換
。
国
家
発
展
改
革
委
員
会
財

金
司
司
長
の
曹
文
煉
氏
は
「
適
度
な
緩
和
か
ら
中

立
へ
と
転
換
す
る
、
こ
れ
は
マ
ク
ロ
調
整
政
策
に

お
け
る
1
つ
の
重
要
な
調
整
で
あ
り
、
現
段
階
の

内
外
経
済
情
勢
に
基
づ
い
て
行
っ
た
正
し
い
選
択

だ
。
中
国
が
い
ま
直
面
し
て
い
る
内
外
情
勢
は
1

年
余
り
前
と
異
な
る
。
内
外
の
流
動
性
は
非
常
に

豊
か
で
あ
る
た
め
、
金
融
政
策
を
適
時
に
調
整
、

転
換
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
う
す
る
こ
と
は
イ
ン

フ
レ
抑
制
に
プ
ラ
ス
と
な
り
、
市
場
に
お
け
る
バ

ブ
ル
防
止
に
も
プ
ラ
ス
と
な
る
」
と
指
摘
。

曹
文
煉
氏
に
よ
る
と
、
１
１
年
の
中
立
的
な
金

融
政
策
の
主
な
内
容
は
以
下
の
４
点
。
第
１
は
、

総
量
の
調
整
を
重
視
す
る
。
通
貨
の
増
発
と
融
資

の
実
施
を
前
年
よ
り
低
め
に
調
整
す
る
こ
と
で
、

効
果
的
に
流
動
性
と
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
動
き
を
確

実
に
把
握
す
る
。
第
２
は
、
成
長
を
確
保
し
、
よ

り
多
く
の
資
金
を
実
体
経
済
に
注
入
さ
せ
る
。
今

年
は
「
十
二
五
」
（
第
１
２
次
５
カ
年
計
画
）
の

初
年
度
で
あ
り
、
経
済
成
長
に
向
け
て
良
好
な
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
第
３
は
、
融
資
構
造

の
調
整
を
強
化
す
る
。
中
小
企
業
や
「
三
農
」

（
農
業
・
農
村
・
農
民
）
な
ど
脆
弱
な
分
野
へ
の

融
資
を
拡
大
し
、
過
熱
産
業
に
対
し
て
は
資
金
が

回
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
第
４
は
、
金
融
分
野
の

リ
ス
ク
を
注
視
し
、
金
融
市
場
の
行
き
過
ぎ
た
変

動
を
防
ぐ
。

中
央
財
経
大
学
中
国
銀
行
業
研
究
セ
ン
タ
ー

主
任
の
郭
田
勇
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。
「
金

融
政
策
で
は
適
度
な
調
整
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
そ
の
最
大
の
意
義
は
、
政
策
が
金
融
危
機

の
影
響
か
ら
本
格
的
に
別
れ
を
告
げ
て
ポ
ス
ト

金
融
危
機
の
時
代
に
入
っ
た
時
に
、
成
長
確
保

を
最
優
先
と
し
た
危
機
時
代
の
政
策
が
、
構
造

の
調
整
と
産
業
の
転
換
を
基
本
的
に
重
要
な
意

義
と
み
な
す
常
態
的
な
管
理
に
置
か
れ
る
こ
と

に
あ
る
。
金
融
政
策
の
中
立
は
緊
縮
的
な
金
融

政
策
と
は
異
な
り
、
中
立
は
さ
ら
に
今
年
の
金

融
政
策
に
相
対
し
て
言
え
ば
引
き
締
め
で
あ

り
、
相
対
的
な
水
準
に
属
し
、
絶
対
的
な
水
準

の
面
で
、
金
融
政
策
は
や
は
り
経
済
成
長
を
柔

軟
か
つ
多
変
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
中
国
の
今
に
つ
い
て
言
え
ば
、
イ
ン
フ

レ
圧
力
は
あ
っ
て
も
、
経
済
は
ま
だ
過
熱
し
て

い
な
い
」
。

物
価
の
持
続
的
な
大
幅
上
昇
は

あ
り
得
ず

姚
景
源
氏
は
今
年
の
状
況
に
つ
い
て
、
物
価
の

暴
騰
は
あ
り
得
な
い
と
の
考
え
を
示
し
た
。
「
７

年
連
続
し
て
の
豊
作
で
、
在
庫
も
豊
富
だ
。
そ
の

一
方
で
、
工
業
製
品
は
総
体
的
に
や
や
供
給
過
剰

状
態
に
あ
る
」
と
指
摘
。

国
務
院
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
マ
ク
ロ
経
済
研
究

部
研
究
員
の
張
立
群
氏
は
「
中
国
の
現
在
の
実
体

経
済
全
体
は
、
工
業
消
費
品
で
あ
れ
、
工
業
生
産

資
材
で
あ
れ
、
農
産
品
も
含
め
、
い
ず
れ
も
需
給

は
大
体
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
お
り
、
一
部
で
は
供

給
過
剰
の
状
態
も
あ
る
。
１
１
年
は
食
品
や
工
業

消
費
品
、
ま
た
工
業
生
産
資
材
も
、
価
格
の
上
昇

率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
話

す
。中

国
国
際
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
研
究
部
マ
ク

ロ
経
済
処
処
長
の
王
軍
也
氏
は
「
１
１
年
に
つ

い
て
言
え
ば
、
物
価
の
水
準
が
全
面
的
か
つ
持

続
的
に
大
幅
に
上
昇
す
る
兆
し
は
見
え
な
い
」

と
強
調
。
さ
ら
に
、
野
菜
な
ど
農
産
品
価
格
の

上
昇
は
周
期
的
で
短
期
的
で
あ
り
、
国
務
院
は

１
６
項
目
の
物
価
安
定
推
進
策
を
講
じ
た
と
い

う
。
「
こ
う
し
た
措
置
は
将
来
、
徐
々
に
役
割

を
発
揮
し
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
強
調
す
る
。

中
国
共
産
党
中
央
政
治
局
は
２
月
２
１
日
会

議
を
招
集
し
、
物
価
の
基
本
的
安
定
の
維
持
を

う
た
っ
た
。
会
議
は
「
１
１
年
は
『
十
二
五
』

が
始
ま
る
年
で
あ
り
、
中
国
が
発
展
に
向
け
直

面
す
る
情
勢
は
依
然
と
し
て
極
め
て
複
雑
で
あ

る
。
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
連
続
性
、
安
定
性
を

保
持
す
る
と
と
も
に
、

対
処
性
と
柔
軟
性
、
有

効
性
を
向
上
さ
せ
て
、

引
き
続
き
積
極
的
な
財

政
政
策
と
安
定
し
た
金

融
政
策
を
実
施
す
る
。

経
済
の
安
定
か
つ
比
較

的
速
い
発
展
と
経
済
構

造
の
調
整
、
イ
ン
フ
レ

予
測
の
管
理
と
の
関
係

を
円
滑
に
処
理
し
て
、

経
済
に
大
き
な
変
動
が

生
じ
る
の
を
防
止
す

る
」
と
強
調
。
さ
ら

に
、
物
価
の
総
体
的
水

準
の
基
本
的
な
安
定
を

保
持
し
、
内
需
と
く
に

住
民
の
消
費
ニ
ー
ズ
を

さ
ら
に
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
農
業
の
基
盤
と

地
位
を
強
固
、
強
化
す

る
こ
と
で
、
経
済
構
造

の
戦
略
的
調
整
の
推
進

を
加
速
す
る
、
と
し
て

い
る
。

農産品の価格の上昇によって、

多くの市民が自宅のベランダで

野菜を作るようになった。写真

は自宅のベランダで栽培した野

菜を収穫する安徽省合肥市の市

民（楊暁原撮影）

綿、化学繊維、羊毛、蚕糸などの紡織原料の

価格の大幅な上昇は、紡織企業に真っ先に影

響を与えた。写真は浙江省諸曁市にある紡織

会社で紡績作業をする労働者（新華社）

暫
定
的
な
要
素
が
も
た
ら
す
変
動
。
第
２
は
、
人

び
と
の
イ
ン
フ
レ
へ
の
予
想
に
影
響
を
与
え
た

後
、
再
び
社
会
経
済
に
お
け
る
そ
の
他
の
経
済
的

変
数
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
持
続
的
な
上
昇
を
実
現

す
る
意
外
性
の
あ
る
変
動
の
２
つ
の
部
分
に
分
類

す
べ
き
だ
」
と
主
張
す
る
。

「
中
国
の
現
在
の
イ
ン
フ
レ
は
、
コ
ス
ト
押
し

上
げ
型
の
イ
ン
フ
レ
だ
」
。
汪
同
三
氏
は
こ
う
強

調
し
た
上
で
、
「
こ
の
問
題
は
恐
ら
く
改
革
開
放

３
０
年
来
で
初
め
て
直
面
し
た
も
の
で
あ
り
、
過

去
に
主
に
対
応
し
た
の
は
需
要
け
ん
引
型
の
イ
ン

フ
ラ
だ
っ
た
。
例
え
ば
９
０
年
代
初
め
や
０
３
年

の
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
、
い
ず
れ
も
需
要
の
け
ん
引

が
も
た
ら
し
て
お
り
、
中
国
も
こ
の
種
の
イ
ン
フ

レ
へ
の
対
応
が
主
だ
っ
た
」
と
指
摘
。

中
立
金
融
政
策
は
イ
ン
フ
レ

抑
制
に
プ
ラ
ス

今
年
直
面
す
る
可
能
性
の
あ
る
物
価
上
昇
圧
力

と
資
産
価
格
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
中
央
銀
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日
本
企
業

中
国
で
「
人
材
争
奪
」

日
本
企
業

中
国
で
「
人
材
争
奪
」

中国と日本中国と日本

日
本
の
多
く
の
多
国
籍

企
業
は
す
で
に
こ
ん
な
「
任

務
」
を
推
進
し
始
め
た
。
中

国
の
人
材
を
日
本
企
業
の
経

営
の
特
徴
を
熟
知
し
た
管
理

者
に
育
て
た
後
、
こ
う
し
た

人
材
を
東
京
、
中
国
ま
た
は

そ
の
他
の
国
際
都
市
に
派
遣

し
て
仕
事
を
さ
せ
る
。

現
在
、
少
な
か
ら
ぬ
日
本

企
業
、
と
く
に
大
企
業
で
最

優
先
に
行
っ
て
い
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
中
国
語
で
あ
り
、

採
用
の
重
点
は
中
国
の
留
学

生
で
あ
る
。
２
０
１
０
年
以

降
、
よ
り
鮮
明
と
な
っ
た
変

化
は
、
多
く
の
企
業
が
思
い

切
っ
て
中
国
で
直
接
、
新
卒

の
大
学
生
や
大
学
院
生
を
募
集
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
だ
。

１
０
年
末
、
日
本
商
会
が
中
国
で
開
催
し
た
企

業
人
材
採
用
会
場
で
、
記
者
は
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か

ら
飛
ん
で
来
た
日
本
最
大
の
通
信
企
業
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

人
事
部
の
幹
部
に
出
会
っ
た
。
そ
の
幹
部
は
「
英

語
を
理
解
し
、
技
術
を
理
解
し
て
い
る
中
国
の
卒

業
生
」
を
探
し
て
い
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
日
本

語
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
。

英
語
を
理
解
し
、
技
術
を
持
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、

完
全
に
日
本
人
社
員
の
待
遇
で
、
東
京
で
仕
事
を

し
て
も
ら
う
」
と
強
調
し
た
。

当
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
幹
部
は
数
人
の
中
国
人
学

生
と
英
語
で
面
接
し
、
彼
ら
の
専
門
知
識
と
英
語

力
に
非
常
に
満
足
し
た
。
「
中
国
の
学
生
が
わ
れ

わ
れ
の
チ
ー
ム
に
入
っ
て
く
れ
れ
ば
、
新
鮮
な
血

液
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
プ
ロ
セ
ス
が
さ
ら
に
速
ま
る
だ
け
で
な
く
、

チ
ー
ム
の
士
気
向
上
に
も
プ
ラ
ス
と
な
る
」
と
話

し
た
。

日
本
企
業
、
日
本
の
学
生
を
「
主
動
的
に

放
棄
」

と
く
に
指
摘
す
る
に
値
す
る
の
は
、
日
本
企

業
は
日
本
で
大
学
卒
業
生
を
採
用
で
き
な
か
っ
た

か
ら
中
国
に
来
た
の
で
は
な
く
、
日
本
の
学
生
を

「
主
動
的
に
放
棄
し
た
」
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

日
本
の
１
０
年
の
大
卒
者
の
就
職
率
は
、
１
１

月
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
５
７
•
６
％
。
日
本
政
府

が
９
６
年
に
関
連
す
る
調
査
を
実
施
し
て
以
来
最
低

と
な
っ
た
。
深
層
的
な
原
因
は
、
日
本
企
業
の
人
材

に
対
す
る
需
要
が
変
わ
っ
た
が
、
教
育
制
度
は
む
し

ろ
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
の
教
育
と
市
場
の

需
要
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
た
こ
と
だ
。

近
年
、
多
く
の
日
本
企
業
は
工
場
を
生
産
コ
ス

ト
の
相
対
的
に
廉
価
な
ア
ジ
ア
の
そ
の
他
の
国
、

と
く
に
中
国
に
シ
フ
ト
し
て
き
た
。
日
本
の
対
外

貿
易
の
第
一
の
大
国
は
す
で
に
米
国
で
は
な
く
、

中
国
で
あ
る
。
非
常
に
多
く
の
企
業
が
、
中
国
語

を
話
し
、
ア
ジ
ア
で
役
割
を
発
揮
で
き
る
こ
と

を
、
社
員
募
集
の
際
の
重
要
な
条
件
に
据
え
始
め

た
。衣

料
品
企
業
の
ユ
ニ
ク
ロ
は
１
０
年
、
２
０
０

人
の
社
員
を
新
規
に
採
用
し
た
が
、
そ
の
う
ち

１
０
０
人
が
外
国
人
。
１
１
年
は
営
業
規
模
を
さ

ら
に
拡
大
し
、
６
０
０
人
を
採
用
す
る
計
画
だ

が
、
日
本
人
と
外
国
人
は
半
数
ず
つ
と
な
る
。

家
電
企
業
の
国
際
化
プ
ロ
セ
ス
は
さ
ら
に
速

い
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
２
０
１
０
年
に
１
２
５
０

人
を
採
用
。
う
ち
７
５
０
人
は
国
外
で
直
接
募
集

し
、
採
用
し
た
。
１
１
年
は
１
３
９
０
人
を
募
集

す
る
予
定
で
、
そ
の
う
ち
の
１
１
０
０
人
は
「
国

際
的
人
材
」
。
言
い
換
え
れ
ば
、
新
社
員
の
約

８
０
％
が
日
本
以
外
の
国
か
ら
来
る
こ
と
に
な

る
。中

国
の
学
生
の
ほ
う
が
「
ハ
ン
グ
リ
ー
精

神
」
が
あ
る

現
在
、
日
本
企
業
は
よ
り
直
接
、
中
国
の
学

生
に
視
線
を
注
い
で
い
る
。
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

１
１
年
に
中
国
の
大
学
を
卒
業
す
る
学
生
は
約

７
０
０
万
人
で
、
日
本
に
比
べ
少
な
く
と
も
１
０

倍
は
多
い
。

中
国
の
大
学
生
は
日
本
の
同
年
代
と
は
大
き
な

違
い
が
あ
る
。
理
科
系
の
学
生
の
ほ
う
が
文
科
系
よ

り
ず
っ
と
多
く
、
し
か
も
学
生
の
大
半
は
質
の
優
れ

た
外
国
語
、
と
く
に
英
語
教
育
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
中
国
は
日
本
よ
り
競
争
が
ず
っ
と
激
し
く
、
小

都
市
や
農
村
出
身
の
学
生
が
卒
業
生
の
中
で
大
き
な

比
率
を
占
め
て
い
る
。
「
中
国
の
学
生
の
ほ
う
が
日

本
の
学
生
よ
り
ず
っ
と
『
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
』
が
あ

る
。
彼
ら
は
大
都
市
で
生
存
し
て
い
く
た
め
、
と
く

に
粘
り
強
く
て
辛
抱
強
い
」
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
中
国
有
限
公

司
の
幹
部
は
こ
う
話
す
。

こ
れ
に
比
べ
、
す
で
に
都
市
化
プ
ロ
セ
ス
を
終

え
た
日
本
は
、
教
育
面
で
よ
り
「
ゆ
と
り
」
を
追

求
し
、
個
人
の
特
徴
を
発
揮
し
て
お
り
、
誰
に
も

大
学
に
入
り
職
業
に
就
く
機
会
が
あ
る
。
中
日
の

学
生
の
上
述
し
た
よ
う
な
違
い
に
、
日
本
教
育
界

は
注
意
を
呼
び
起
こ
さ
れ
、
日
本
の
学
生
が
中
国

に
行
っ
て
交
流
す
る
制
度
を
導
入
し
始
め
た
。

以
前
は
「
降
下
幹
部
」
、
現
在
は
本
部
で

仕
事

三
菱
商
事
の
あ
る
幹
部
は
日
本
企
業
と
中
国

と
の
関
係
の
著
し
い
変
化
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う

総
括
し
た
。
以
前
は
い
ず
れ
も
本
社
か
ら
中
国
に

「
降
下
し
た
幹
部
」
だ
っ
た
が
、
今
で
は
中
国
か

ら
優
秀
な
社
員
を
本
社
に
派
遣
し
仕
事
を
さ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
、
日
本
企
業
が
西
側
の
企
業
と
異
な
る
の

は
、
非
常
に
独
特
の
企
業
文
化
と
管
理
方
式
を
有

し
て
い
る
こ
と
だ
。
採
用
し
た
中
国
の
学
生
に
ど

の
よ
う
に
し
て
日
本
企
業
を
熟
知
し
て
も
ら
う
か

が
、
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
立

中
国
有
限
公
司
の
佐
々
木
良
二
副
総
経
理
は
「
日

本
企
業
に
は
厳
格
な
組
織
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
中
国
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
は
十
分
に
伝
え
ら
れ

て
い
な
い
が
、
日
本
国
内
の
社
員
教
育
訓
練
体
制

の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

日
立
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
企
業
１
７
社
は
１
０

年
、
中
国
で
大
学
卒
業
生
３
６
０
人
を
採
用
、
人

数
で
０
９
年
２
２
４
人
、
０
８
年
（
２
７
６
人
）

を
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に
上
回
っ
た
。
新
卒
者
は
各
企

業
で
主
に
市
場
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
管
理
な
ど
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。

中
日
間
の
貿
易
総
額
が
３
０
０
０
億
ド
ル
に

向
か
う
に
つ
れ
、
日
本
企
業
と
中
国
の
関
係
は
今

後
、
形
式
や
内
容
の
面
で
深
層
的
な
変
化
が
生
じ

る
だ
ろ
う
。
中
国
を
「
国
際
化
」
の
重
要
な
一
部

だ
と
認
め
、
中
国
か
ら
人
材
を
直
接
招
聘
す
る
こ

と
が
、
重
要
な
第
一
歩
と
な
る
は
ず
だ
。

日系企業は中国で

人材募集説明会を

開いている

日
本
産
業
館
内
で
接
客
マ
ナ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
る
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
（
任
瓏
撮
影
）

陳 

言
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中
国
・
揚
州
市
の
大
明
寺
に
２
０
１
０

年
１
１
月
、
鑑
真
和
上
（
６
８
８
～
７
６
３

年
）
が
３
０
年
ぶ
り
に
「
里
帰
り
」
し
た
。
上

海
・
万
博
の
日
本
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
日

本
・
奈
良
県
の
東
大
寺
所
有
の
和
上
木
造
坐
像

（
１
７
３
３
年
、
国
重
要
文
化
財
）
が
、
日
本

に
帰
国
す
る
前
、
故
郷
の
大
明
寺
に
寄
り
、
公

開
さ
れ
た
。
大
明
寺
に
は
中
国
の
著
名
な
建
築

家
・
梁
思
成
（
１
９
０
１
～
１
９
７
２
年
）
が

設
計
し
た
鑑
真
記
念
堂
が
あ
る
。
梁
思
成
の
銅

像
は
和
上
像
が
里
帰
り
す
る
１
カ
月
前
の
昨

年
１
０
月
、
大
明
寺
境
内
に
設
置
さ
れ
、
「
２

人
」
が
初
め
て
対
面
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の

報
道
メ
デ
ィ
ア
は
、
和
上
像
の
里
帰
り
を
華
や

か
に
伝
え
て
い
た
が
、
梁
思
成
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
触
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。

◇
並
々
な
ら
ぬ
鑑
真
和
上
の
精
神
◇

鑑
真
和
上
像
の
里
帰
り
は
、
唐
招
提
寺
の
脱

活
乾
漆
（
だ
っ
か
つ
か
ん
し
つ
＝
土
や
石
膏
で
原

型
を
作
り
、
そ
の
上
に
麻
布
を
数
枚
漆
で
塗
り
重

ね
、
乾
燥
さ
せ
て
中
の
原
型
を
抜
く
方
法
）
坐
像

（
８
世
紀
、
国
宝
）
が
、
１
９
８
０
年
４
月
に
初

め
て
里
帰
り
し
て
以
来
２
回
目
に
な
る
。

公
開
は
１
１
月
２
６
日
か
ら
１
２
月
７
日

鑑
真
和
上
と
梁
思
成
が
初
対
面

る
だ
け
だ
っ
た
。

１
２
５
７
年
前
、
１
０
年
間
の
歳
月
を
か
け
、

６
回
目
の
航
海
で
や
っ
と
日
本
に
た
ど
り
着
い
た

鑑
真
和
上
の
精
神
と
日
本
へ
の
思
い
は
、
一
体
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
海
を
越

え
た
遥
か
か
な
た
に
あ
る
日
本
に
赴
か
せ
た
動
機

は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
前
に
し
ば
ら
く
立
ち
止

ま
っ
て
い
た
。

当
時
の
中
国
人
か
ら
見
た
日
本
は
、
盛
唐
の
詩

人
・
王
維
が
阿
倍
仲
麻
呂
に
送
っ
た
「
秘
書
晁
監

（
ち
ょ
う
か
ん
）
の
日
本
に
還
る
を
送
る
」
と
題

す
る
詩
の
中
に
見
ら
れ
る
。

「
積
水
（
せ
き
す
い
）
極
む
べ
か
ら
ず　

安

（
い
ず
く
）
ん
ぞ
知
ら
ん
滄
海
の
東　

九
州
何
れ

の
処
（
と
こ
ろ
）
か
遠
か
ら
ん　

万
里
乗
（
じ
ょ

う
）
ず
る
が
若
（
ご
と
）
し
」

大
陸
の
奥
深
く
に
あ
る
唐
王
朝
の
都
・
長
安
か

ら
み
れ
ば
、
海
は
地
の
果
て
で
あ
る
。
「
そ
の
海

の
向
こ
う
の
さ
ら
に
東
の
国
こ
と
な
ど
、
ど
う
し

て
わ
か
る
だ
ろ
う
か
」
と
案
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
恐
怖
」
に
満
ち
た
海
を
超
え
て

日
本
の
島
へ
行
こ
う
と
決
意
し
た
鑑
真
和
上
の
精

神
に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
強
い
意
志
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
、
和
上
の
坐
像
を
見
な
が
ら
改
め
て
感
じ

た
。

◇
「
日
中
の
道
」
を
諭
す
和
上
の
姿
◇

学
校
で
ま
と
ま
っ
て
見
学
に
来
た
中
国
人
の
中

学
生
ら
し
い
生
徒
た
ち
は
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
鑑

真
和
上
の
姿
を
ち
ら
っ
と
横
目
で
見
た
後
、
足
早

に
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
。
私
も
日
本
で
５
０
数
年

前
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
で
奈
良
県
の
唐
招
提
寺

を
訪
れ
た
と
き
、
鑑
真
和
上
に
そ
れ
ほ
ど
の
関
心

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
社
会
科
の
歴
史

で
習
っ
た
事
柄
を
お
さ
ら
い
す
る
程
度
の
認
識
し

か
な
か
っ
た
。
も
っ
と
し
っ
か
り
と
記
憶
に
留
め

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
今
更
後
悔
し
て
も
仕
方
の

な
い
こ
と
で
あ
る
。

里
帰
り
し
た
和
上
像
の
姿
を
は
っ
き
り
と
見
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
私
が
初
め
て
中
国
を

訪
れ
た
３
３
年
前
、
鑑
真
記
念
堂
の
和
上
の
坐
像

は
は
っ
き
り
と
記
憶
に
あ
る
。

１
９
７
７
年
２
月
、
日
中
農
業
農
民
交
流
協

会
訪
中
団
の
同
行
記
者
と
し
て
初
め
て
中
国
を
訪

れ
た
。
上
海
か
ら
入
り
、
南
京
、
西
安
、
大
寨
、

揚
州
、
北
京
を
訪
問
し
た
。
初
め
て
見
る
中
国
に

緊
張
と
好
奇
心
と
連
日
の
移
動
で
か
な
り
疲
れ
た

が
、
記
念
堂
の
中
で
目
を
閉
じ
て
ゆ
っ
た
り
と
し

た
坐
像
を
見
て
、
何
か
心
が
落
ち
着
く
よ
う
な
感

じ
が
し
た
。
日
中
の
国
交
が
回
復
し
て
か
ら
５
年

近
く
た
っ
て
い
た
。

記
念
堂
の
和
上
の
姿
を
見
て
、
３
３
年
前
、
癒

さ
れ
る
よ
う
な
ほ
っ
と
し
た
気
分
を
、
今
回
も
ま

た
同
じ
く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
そ
れ

ほ
ど
宗
教
心
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
記
念
堂

内
の
和
上
の
坐
像
を
見
て
い
る
と
「
日
中
の
道
を

し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
な
さ
い
」
と
諭
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
。

◇
３
０
年
間
で
訪
中
者
１
４
０
倍
、
訪
日

者
は
３
０
０
倍
◇

私
が
初
訪
中
し
た
１
９
７
７
年
に
中
国
を
訪

れ
た
日
本
人
は
、
年
間
２
万
３
４
４
５
人
（
日
本

の
「
外
交
青
書
」
１
９
７
８
年
版
）
だ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
３
０
年
ほ
ど
経
過
し
た
２
０
０
８
年
に
は

約
３
４
５
万
人
同
２
０
１
０
年
版
と
１
４
０
倍
あ

ま
り
に
増
え
て
い
る
。
中
国
か
ら
日
本
を
訪
れ
た

人
は
７
７
年
に
は
４
０
３
９
人
し
か
い
な
か
っ
た

が
、
０
８
年
に
は
約
１
２
１
万
人
と
３
０
０
倍
に

急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
人
的
交
流
が
あ
っ

た
の
だ
か
ら
、
相
互
理
解
は
い
っ
そ
う
深
ま
っ
て

い
る
は
ず
だ
ろ
う
が
、
最
近
は
反
日
デ
モ
、
嫌
中

デ
モ
が
双
方
で
行
わ
れ
、
領
土
問
題
や
歴
史
認
識

問
題
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
で
ぎ
す
ぎ
す
し
た
き
し
み

音
を
た
て
て
い
る
。
人
の
往
来
が
数
１
０
０
倍
に

増
え
て
も
、
双
方
の
理
解
が
深
ま
ら
な
い
こ
と
を

如
実
に
示
す
数
字
と
い
え
る
。

梁
思
成
が
日
本
人
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
の
も
そ
の
一
つ
の
表
れ
な
の
だ
ろ
う
。
鑑
真

和
上
像
の
２
回
目
の
里
帰
り
に
つ
い
て
、
日
本
の

報
道
メ
デ
ィ
ア
は
比
較
的
目
立
つ
扱
い
を
し
て

い
た
。
し
か
し
、
大
明
寺
境
内
に
設
置
さ
れ
た

梁
思
成
の
銅
像
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
メ

デ
ィ
ア
が
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
梁
思
成
は
、
清

朝
末
期
の
啓
蒙
思
想
家
・
学
者
で
あ
る
梁
啓
超

（
１
８
７
３
～
１
９
２
９
年
）
の
長
男
で
、
中
国

で
は
著
名
な
建
築
家
で
あ
り
、
鑑
真
記
念
堂
の
設

計
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
１
０
月
、
記
念
堂
の
脇
に
設
置
さ
れ
た

梁
思
成
の
銅
像
は
、
１
９
４
０
年
代
の
生
前
の
姿

を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
眼
鏡
を
か

け
て
ネ
ク
タ
イ
を
し
た
胸
像
は
、
遠
く
を
優
し
く

見
つ
め
て
い
る
よ
う
な
眼
差
し
だ
っ
た
。
顔
の
表

情
は
、
自
分
で
設
計
し
た
記
念
堂
の
主
と
初
対
面

し
、
心
な
し
か
面
映
ゆ
い
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。

脇
に
あ
っ
た
案
内
版
に
は
中
国
語
、
英
語
、

日
本
語
、
韓
国
語
の
４
カ
国
語
で
、
鑑
真
和
上
が

「
日
本
文
化
の
恩
人
で
あ
る
」
と
触
れ
た
あ
と
、

記
念
堂
に
つ
い
て
は
「
梁
思
成
が
日
本
の
唐
招
提

寺
の
金
堂
の
設
計
を
参
照
に
、
１
９
７
３
年
に
着

工
し
た
」
と
説
明
が
書
か
れ
て
い
た
。

梁
思
成
が
日
本
人
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
は
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
２
人
の
文
化
人
の
初
対
面
を
取
り
上
げ
な
い
か

ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
者
す
ら

も
知
ら
な
い
の
か
。
知
っ
て
い
て
も
何
か
の
理
由

が
あ
っ
て
意
図
的
に
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
は
ず
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
貴
重
な
出
会
い
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
日
中
文

化
交
流
の
歴
史
の
中
で
残
念
な
こ
と
だ
っ
た
。

鑑

真

和

上

像

が

揚

州

市

の

大

明

寺

に

２
０
１
０
年
１
１
月
、
３
０
年
ぶ
り
に
「
里
帰

り
」
し
た
と
き
、
境
内
の
鑑
真
記
念
堂
を
設
計

し
た
梁
思
成
と
和
上
が
初
対
面
と
な
っ
た
こ
と

を
報
道
し
た
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
な

筆者

ま
で
の
１
２
日
間
と
短
い
期
間
だ
っ
た
の
で
、

私
は
期
末
試
験
の
準
備
や
、
授
業
の
合
い
間
を

縫
っ
て
揚
州
へ
出
掛
け
た
。
里
帰
り
し
た
鑑
真

和
上
像
は
大
明
寺
境
内
に
造
ら
れ
た
鑑
真
学
院

図
書
館
内
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
安
置
さ
れ

て
い
た
。
両
脇
に
僧
侶
が
立
ち
、
写
真
撮
影
は

禁
止
さ
れ
、
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
か
ら
見

鑑真和上の里帰り展が開かれた大明寺境内にある鑑真学

院図書館

揚州・大明寺境内にある鑑真記念堂

内の鑑真和上坐像

斎
藤
文
男
（
南
京
大
学
日
本
語
学
部
専
家
）
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か
っ
た
。
梁
思
成
の
銅
像
を
一
度
は
受
け
入
れ

姿
勢
を
み
せ
た
奈
良
県
も
、
反
対
の
声
に
押
さ

れ
る
よ
う
に
し
て
計
画
を
撤
回
し
て
し
ま
っ

た
。
「
歴
史
的
事
実
が
は
っ
き
り
し
な
い
」
と

の
理
由
の
よ
う
だ
が
、
メ
デ
ィ
ア
も
行
政
側
も

史
実
を
解
明
し
て
、
日
中
の
文
化
交
流
に
役
立

て
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
動
き
が
見
ら
れ
な
い

の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

◇
頓
挫
し
た
梁
思
成
銅
像
の
設
置
◇

梁
思
成
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
奈
良
と
京
都

を
空
爆
し
な
い
よ
う
米
軍
に
進
言
し
て
、
古
都
の

文
化
財
を
守
っ
た
、
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
平

城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
奈
良
県
に
寄
贈
さ
れ
、
建
立
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
た
。
銅
像
が
完
成
し
た
昨
年
６
月
、
北
京
で

開
か
れ
た
披
露
式
典
に
窪
田
修
・
奈
良
県
副
知
事

が
出
席
し
、
「
梁
先
生
は
奈
良
県
を
守
っ
て
く
れ

た
恩
人
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
。

し
か
し
、
空
爆
を
回
避
し
て
文
化
財
を
守
っ
た

と
い
う
歴
史
的
事
実
が
明
確
で
な
い
、
と
い
う
意

見
が
奈
良
県
当
局
に
寄
せ
ら
れ
、
寄
贈
に
反
対
す

る
声
が
出
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
同
県
の
荒
井
正
吾
知
事
も
８

月
の
記
者
会
見
で
、
「
梁
思
成
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
中
国
国
内
と
と
も
に
、
京
都
、
鎌
倉
、
奈

良
へ
の
空
爆
を
回
避
し
て
ほ
し
い
と
、
当
時
の

在
中
国
米
軍
に
進
言
し
た
と
い
う
証
言
を
さ
れ

て
い
る
人
が
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
結

果
的
に
そ
れ
が
奈
良
へ
の
爆
撃
回
避
に
つ
な

が
っ
た
か
ど
う
か
は
、
県
と
し
て
は
確
た
る
こ

と
は
言
え
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
銅
像

の
受
け
入
れ
を
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
を
表
明

が
断
念
、
寄
付
金
約
２
０
０
万
円
の
返
還
を
始
め

た
」
（
２
０
１
０
年
１
２
月
２
６
日
、
読
売
新

聞
）
と
い
う
。

ふ
く
ら
み
か
け
た
文
化
交
流
の
蕾
が
、
途
中
で

頓
挫
し
て
し
ま
う
の
は
残
念
だ
。
「
史
実
が
明
確

で
な
い
」
と
い
う
の
な
ら
、
確
認
す
れ
ば
済
む
こ

と
だ
。
「
地
図
に
印
を
つ
け
て
爆
撃
を
回
避
す
る

よ
う
米
軍
に
進
言
し
た
」
と
い
う
証
言
も
あ
る
の

だ
か
ら
、
そ
の
証
言
を
検
証
す
れ
ば
い
い
。
あ
る

い
は
県
が
米
軍
関
係
者
に
調
査
し
て
そ
の
地
図
を

探
せ
ば
い
い
。
県
と
中
国
側
が
共
同
調
査
研
究
委

員
会
な
ど
を
組
織
し
て
、
史
実
の
解
明
に
あ
た
る

方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結
果
、
史
実

を
証
明
す
る
も
の
が
出
て
来
な
か
っ
た
、
と
の
結

論
に
達
し
て
か
ら
、
銅
像
の
設
置
を
取
り
や
め
る

こ
と
に
し
て
も
遅
く
は
な
い
。

北
京
で
開
か
れ
た
梁
思
成
の
銅
像
披
露
式
典
に

副
知
事
を
派
遣
し
な
が
ら
、
奈
良
、
京
都
を
空
爆

か
ら
守
っ
た
と
す
る
こ
と
を
「
県
と
し
て
は
確
た

る
こ
と
は
言
え
な
い
」
ま
ま
、
放
置
し
て
し
ま
う

の
は
、
な
ん
と
も
中
途
半
端
で
残
念
な
こ
と
だ
。

「
１
３
０
０
年
祭
」
の
行
事
の
中
で
、
６
０
数
年

前
の
事
実
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
そ
の
気
に
な
れ

ば
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

メ
デ
ィ
ア
側
の
報
道
も
、
和
上
の
里
帰
り
を

表
面
的
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
迎
え
る
地
元
市

民
の
歓
迎
ぶ
り
や
反
響
な
ど
全
体
像
を
と
ら
え
て

報
道
し
て
ほ
し
い
。
梁
思
成
に
つ
い
て
も
、
事
前

に
史
実
を
調
査
し
て
和
上
の
里
帰
り
と
合
わ
せ
て

報
道
す
れ
ば
、
日
中
文
化
交
流
に
貢
献
し
た
２
人

の
足
跡
も
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
思
う
。
ど
の
よ
う

な
報
道
で
も
、
事
実
関
係
の
取
材
を
す
る
前
に
、

関
連
す
る
事
柄
を
前
も
っ
て
「
予
習
取
材
」
し
て

お
く
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
。
突
発
的
に
発
生
す

る
事
件
、
事
故
、
災
害
な
ど
で
も
、
日
ご
ろ
か
ら

そ
の
種
の
資
料
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
や
、
事
前

に
目
を
通
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
だ
。
和
上
像
の

里
帰
り
は
事
前
に
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
あ

り
、
そ
の
時
間
は
十
分
に
あ
っ
た
は
ず
だ
。

と
す
れ
ば
、
鑑
真
記
念
堂
の
石
灯
籠
に
つ
い
て

も
、
３
年
前
の
関
連
し
た
事
実
に
つ
い
て
も
気
が

付
く
は
ず
で
あ
る
。

◇
互
い
に
照
り
映
え
る
一
対
の
石
灯
籠
◇

鑑
真
記
念
堂
前
に
あ
る
石
灯
籠
は
、
１
９
８
０

年
に
鑑
真
和
上
像
が
初
め
て
里
帰
り
し
た
時
、
唐

招
提
寺
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
２
７
年

後
の
２
０
０
７
年
４
月
、
温
家
宝
首
相
が
日
本
の

国
会
で
演
説
し
た
際
、
こ
の
石
灯
籠
に
つ
い
て
触

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

温
家
宝
首
相
は
演
説
で
、
石
灯
籠
が
唐
招
提
寺

か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
前
置
き
し
、
「
こ

の
石
灯
籠
は
日
本
の
唐
招
提
寺
に
あ
る
も
う
一
つ

の
石
灯
籠
と
１
組
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
右
手

人
差
し
指
を
立
て
て
、
一
対
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
。
そ
し
て
「
こ
の
１
組
の
灯
籠
は
今
な
お
消

え
る
こ
と
な
く
燃
え
続
け
、
は
る
か
遠
く
か
ら
互

い
に
照
り
映
え
、
中
日
両
国
人
民
の
子
々
孫
々
に

わ
た
る
友
好
の
明
る
い
将
来
を
象
徴
し
て
い
ま

す
」
と
語
り
、
議
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
き

た
。温

家
宝
首
相
の
日
本
で
の
演
説
は
、
中
国
で

も
生
中
継
さ
れ
、
そ
の
後
こ
の
石
灯
籠
を
見
に
来

る
人
た
ち
が
増
え
、
日
中
文
化
交
流
の
親
密
さ
を

確
認
し
た
人
た
ち
も
多
か
っ
た
。
石
灯
籠
の
脇
に

は
、
温
家
宝
首
相
の
言
葉
が
付
け
加
え
ら
れ
、
灯

籠
の
中
に
あ
る
小
さ
な
明
か
り
は
３
０
年
間
燃

え
続
け
て
い
る
。
炎
は
そ
れ
ほ
ど
明
る
く
は
な
い

が
、
揺
れ
動
く
日
中
関
係
を
底
辺
で
支
え
る
よ
う

に
一
貫
し
て
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

鑑
真
和
上
が
日
本
側
の
要
請
に
応
じ
、
徒
日

し
て
唐
招
提
寺
を
建
立
し
戒
律
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
中
国
の
文
化
を
日
本
に
紹
介
し

た
。
梁
思
成
は
唐
招
提
寺
を
模
し
て
設
計
し
、
鑑

真
記
念
堂
が
建
て
ら
れ
、
鑑
真
の
記
録
を
後
世
に

伝
え
た
。
現
代
に
至
り
、
唐
招
提
寺
か
ら
石
灯
籠

が
記
念
堂
に
贈
ら
れ
、
一
対
の
灯
籠
に
火
が
と
も

さ
れ
燃
え
続
く
。
そ
れ
を
中
国
の
首
相
が
日
本
の

国
会
で
演
説
し
て
紹
介
す
る
。
灯
籠
の
明
か
り
は

小
さ
い
が
、
連
綿
と
続
く
日
中
文
化
交
流
を
象
徴

す
る
よ
う
に
燃
え
続
け
る
。
長
い
交
流
の
一
つ
の

出
来
事
と
し
て
和
上
像
の
３
０
年
ぶ
り
の
里
帰
り

が
あ
り
、
梁
思
成
と
の
初
対
面
が
あ
っ
た
。
流
れ

る
歴
史
の
一
コ
マ
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
２
人
の
初

対
面
は
、
記
録
に
残
す
に
値
す
る
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
価
値
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◇
文
化
に
対
す
る
国
境
を
越
え
た
精
神
◇

慌
た
だ
し
い
揚
州
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、

揚
州
市
文
物
局
長
で
揚
州
博
物
館
長
で
も
あ
る

顧
風
さ
ん
に
、
１
７
年
ぶ
り
で
再
会
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
嬉
し
い
収
穫
だ
っ
た
。

顧
風
さ
ん
と
は
、
私
が
毎
日
新
聞
の
福

島
県
い
わ
き
支
局
（
当
時
）
に
勤
務
し

て
い
た
時
、
初
め
て
知
り
合
っ
た
。

１
９
９
３
年
、
い
わ
き
市
博
物
館
で

「
揚
州
八
怪
展
」
が
開
催
さ
れ
、
作
品

と
と
も
に
顧
風
さ
ん
が
い
わ
き
市
を
訪

れ
て
い
た
。
揚
州
八
怪
の
作
品
が
中
国

か
ら
搬
出
さ
れ
て
、
海
外
で
展
示
さ
れ

る
の
は
い
わ
き
市
が
初
め
て
だ
っ
た
。

清
朝
期
に
現
れ
、
自
由
奔
放
な
画
法
が

当
時
と
し
て
は
、
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
ク
と

も
い
え
る
新
風
を
巻
き
起
こ
し
た
個
性
的
な
文
人

画
家
た
ち
の
揚
州
八
怪
に
つ
い
て
、
私
も
以
前
か

ら
い
く
ら
か
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
何
回
か
通
っ

て
取
材
を
す
る
う
ち
、
顧
風
さ
ん
と
親
し
く
な
っ

た
。顧

風
さ
ん
は
鑑
真
和
上
像
の
里
帰
り
で
、
地
元

で
迎
え
る
側
の
関
係
者
と
し
て
忙
し
か
っ
た
が
、

市
政
府
や
全
市
民
あ
げ
て
歓
迎
し
た
、
と
い
う
。

鑑
真
和
上
と
梁
思
成
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
「
２

人
は
文
化
に
対
し
て
国
境
を
越
え
た
精
神
の
持
ち

主
だ
っ
た
」
と
評
価
し
た
。
自
国
の
文
化
だ
け
が

栄
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
相
手
の
文

化
を
尊
重
し
な
が
ら
と
も
に
発
展
し
よ
う
と
い
う

考
え
な
の
で
あ
る
。

鑑
真
和
上
は
、
中
国
国
内
だ
け
で
な
く
、
東
の

陸
の
は
て
の
そ
の
ま
た
ず
っ
と
遠
く
に
あ
る
島
国

の
文
化
に
思
い
を
馳
せ
、
日
本
で
生
ま
れ
た
梁
思

成
も
、
奈
良
や
京
都
の
建
築
物
に
中
国
・
唐
時
代

の
面
影
を
偲
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
２
人

の
思
想
は
現
代
の
国
際
化
や
相
互
理
解
に
通
じ
る

精
神
で
も
あ
る
と
思
う
。
（
写
真
は
す
べ
て
筆
者

写
す
）

し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
暮
れ
に
な
っ
て

銅
像
の
受
け
入
れ
を
断
念
し
、
奈
良
県
文
化
会

館
の
敷
地
に
銅
像
を
設
置
す
る
計
画
も
白
紙
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

銅
像
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
８
年
に
中

国
側
が
奈
良
県
に
銅
像
の
寄
贈
を
申
し
入
れ
、
日

本
画
家
の
平
山
郁
夫
さ
ん
ら
が
顕
彰
会
を
設
立
し

て
、
寄
付
金
を
募
っ
て
検
討
し
て
き
た
が
、
「
日

中
関
係
の
悪
化
な
ど
も
あ
り
、
最
終
的
に
顕
彰
会

鑑真記念堂脇に設置された

梁思成の銅像

４カ国語で書かれた鑑真和上と梁思成

について説明する立て札

鑑真記念堂前にある石灯籠脇に付け

られた温家宝首相演説の言葉
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ス
ー
ダ
ン
南
部
の
住
民
投
票

　
独
立
は
福
か
？
災
い
か
？

国際問題 国際問題  

２
０
１
１
年
２
月
７
日
、
ス
ー
ダ
ン
南
部
住
民

投
票
委
員
会
は
ハ
ル
ツ
ー
ム
で
南
部
独
立
の
是
非
を

問
う
住
民
投
票
の
最
終
結
果
を
正
式
に
発
表
し
た
。

投
票
の
結
果
、
９
８
•
８
３
％
の
投
票
者
が
南
部
地

区
を
ス
ー
ダ
ン
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
支
持
し
た
。

こ
れ
よ
り
前
、
ス
ー
ダ
ン
の
バ
シ
ル
大
統
領
は
大
統

領
令
を
出
し
、
ス
ー
ダ
ン
南
部
住
民
投
票
の
結
果
を

承
認
し
受
け
入
れ
る
と
発
表
し
て
い
た
。
住
民
投
票

の
結
果
か
ら
し
て
、
ス
ー
ダ
ン
南
部
が
ス
ー
ダ
ン
か

ら
分
離
し
て
新
し
い
国
家
実
体
と
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ

間
違
い
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
ス
ー
ダ
ン
（
ス
ー
ダ

ン
南
部
を
含
む
）
は
今
後
、
戦
乱
の
収
束
、
安
定
の

実
現
と
社
会
経
済
発
展
の
加
速
、
繁
栄
の
実
現
と
そ

の
享
受
を
ベ
ー
ス
に
し
た
上
で
、
よ
り
普
遍
的
な
民

主
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

米
国
な
ど
西
側
諸
国
の
影
響

ス
ー
ダ
ン
は
独
立
前
か
ら
植
民
地
主
義
統
治
者

に
分
裂
統
治
さ
れ
、
南
部
と
北
部
の
間
の
溝
が
深

ま
っ
て
い
た
。
ス
ー
ダ
ン
独
立
後
、
米
国
な
ど
西
側

諸
国
は
ス
ー
ダ
ン
の
民
族
主
義
政
権
を
好
ま
な
か
っ

た
た
め
、
南
部
の
「
分
離
運
動
」
を
長
期
に
わ
た
っ

て
支
援
し
て
き
た
。
こ
れ
が
ス
ー
ダ
ン
の
長
期
内
戦

の
重
要
な
外
的
要
因
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ス
ー

ダ
ン
と
米
国
な
ど
西
側
諸
国
と
の
関
係
は
非
常
に
緊

迫
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

１
９
９
３
年
、
米
国
は
ス
ー
ダ
ン
を
テ
ロ
支
援

国
家
に
指
定
し
、
１
９
９
６
年
に
は
国
連
安
全
保
障

理
事
会
に
ス
ー
ダ
ン
に
対
す
る
外
交
制
裁
と
航
空

制
裁
実
施
の
決
議
を
可
決
す
る
よ
う
働
き
か
け
、

１
９
９
７
年
、
一
方
的
に
ス
ー
ダ
ン
へ
の
経
済
制
裁

を
行
っ
た
。
ま
た
１
９
９
８
年
に
は
ス
ー
ダ
ン
が
禁

令
に
違
反
し
て
化
学
兵
器
を
生
産
し
た
こ
と
を
理
由

に
、
ハ
ル
ツ
ー
ム
付
近
の
ア
ル
シ
ー
フ
ァ
の
製
薬
工

場
を
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
し
た
。
９
•
１
１
事
件
後
、
米

国
と
ス
ー
ダ
ン
の
関
係
は
若
干
好
転
し
、
２
０
０
１

年
に
安
全
保
障
理
事
会
は
ス
ー
ダ
ン
へ
の
制
裁
を
解

除
し
た
。
し
か
し
米
国
は
ス
ー
ダ
ン
の
テ
ロ
支
援
国

家
指
定
を
解
除
し
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
ス
ー
ダ

ン
へ
の
経
済
制
裁
を
続
け
た
。

米
国
な
ど
西
側
諸
国
は
さ
ら
に
ダ
ル
フ
ー
ル
問

題
を
利
用
し
て
ス
ー
ダ
ン
政
府
に
圧
力
を
か
け
、
ダ

ル
フ
ー
ル
問
題
を
世
界
の
注
目
す
る
国
際
問
題
に
し

た
。
２
０
０
９
年
、
ハ
ー
グ
国
際
刑
事
裁
判
所
は
ダ

ル
フ
ー
ル
地
区
で
の
戦
争
犯
罪
と
人
道
に
対
す
る
罪

を
犯
し
た
嫌
疑
を
理
由
に
、
バ
シ
ル
大
統
領
に
対
し

逮
捕
令
を
出
し
た
。
国
際
刑
事
裁
判
所
が
在
任
中
の

大
統
領
に
対
し
て
逮
捕
令
を
出
し
た
の
は
こ
れ
が
初

め
て
で
あ
る
。
し
か
し
ア
フ
リ
カ
連
合
と
ア
ラ
ブ
連

盟
は
国
際
裁
判
所
の
や
り
方
は
ス
ー
ダ
ン
の
政
治
的

和
解
の
プ
ロ
セ
ス
を
破
壊
し
、
ス
ー
ダ
ン
の
情
勢
を

悪
化
さ
せ
た
と
非
難
し
た
。

ス
ー
ダ
ン
南
部
の
多
く
の
政
党
と
政
治
組
織

は
程
度
は
違
う
も
の
の
い
ず
れ
も
西
側
諸
国
の
支

援
を
受
け
て
お
り
、
ス
ー
ダ
ン
人
民
解
放
運
動
と

南
部
自
治
政
府
は
米
国
や
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
国
に

事
務
所
を
設
置
し
て
い
る
。
オ
バ
マ
政
権
の
成
立

後
、
米
国
は
対
ス
ー
ダ
ン
政
策
を
若
干
調
整
し
、

そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
「
高
圧
的
な
政
策
」
を
改

め
、
圧
力
を
加
え
る
と
同
時
に
接
触
を
行
う
方
針

に
転
じ
、
さ
ら
に
ス
ー
ダ
ン
と
対
話
を
続
け
て
い

く
と
の
考
え
を
示
し
た
。
米
国
は
か
つ
て
、
南
部

が
独
立
す
れ
ば
ス
ー
ダ
ン
の
テ
ロ
支
援
国
家
指
定

を
解
除
す
る
、
と
約
束
し
て
い
る
。
２
月
７
日
に

ス
ー
ダ
ン
南
部
住
民
投
票
委
員
会
が
住
民
投
票
の

最
終
結
果
を
発
表
し
た
後
、
オ
バ
マ
米
国
大
統
領

も
６
カ
月
の
移
行
期
間
後
に
ス
ー
ダ
ン
南
部
を
独

立
主
権
国
家
と
し
て
承
認
す
る
と
発
表
し
た
。

分
離
主
義
の
マ
イ
ナ
ス
影
響

注
目
す
べ
き
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
分
離
が
ス
ー

ダ
ン
の
政
治
版
図
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
も
と
も

と
不
安
定
だ
っ
た
ア
フ
リ
カ
情
勢
と
、
各
国
に
存
在

す
る
「
国
境
を
跨
ぐ
民
族
」
や
「
部
族
間
対
立
」
な

ど
の
問
題
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
だ
。

こ
う
し
た
分
離
主
義
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
は
ス
ー

ダ
ン
の
民
族
国
家
建
設
に
も
引
き
続
き
影
響
を
与
え

る
だ
ろ
う
。
南
ス
ー
ダ
ン
の
分
離
は
ダ
ル
フ
ー
ル
地

区
と
ア
ビ
エ
イ
地
区
の
部
族
間
対
立
と
衝
突
を
刺
激

し
、
新
た
な
分
離
主
義
問
題
へ
と
発
展
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
ス
ー
ダ
ン
政
府
は
こ
の
問
題
に
真
剣
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

複
雑
な
社
会
的
・
歴
史
的
原
因
（
西
側
大
国

の
干
渉
と
影
響
、
ス
ー
ダ
ン
内
部
の
複
雑
な
宗
教

間
・
部
族
間
対
立
、
経
済
発
展
の
地
域
格
差
な

ど
）
に
よ
り
、
ス
ー
ダ
ン
は
１
９
５
６
年
の
独

立
後
５
０
年
の
長
き
に
及
ぶ
激
動
に
陥
り
、
そ

の
間
４
０
年
に
わ
た
る
二
度
の
内
戦
（
第
一
次
内

戦
は
１
９
５
５
～
１
９
７
２
年
、
第
二
次
内
戦
は

１
９
８
３
～
２
０
０
５
年
）
を
経
験
し
た
。
ス
ー
ダ

ン
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
内
戦
が
最
も
長
く
続
い
た
国

で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
る
激
動
と
戦
乱
は
ス
ー
ダ
ン

の
社
会
経
済
発
展
と
民
族
国
家
建
設
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。

長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
ス
ー
ダ
ン
は
国
連
か
ら

「
後
発
開
発
途
上
国
」
の
１
つ
に
定
め
ら
れ
て
い

た
。
安
定
を
実
現
し
た
上
で
、
い
か
に
し
て
経
済
発

展
を
加
速
し
て
貧
困
を
脱
し
、
国
民
が
よ
り
多
く
の

実
益
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
民
族

の
結
集
力
を
さ
ら
に
高
め
、
民
族
国
家
を
強
化
す
る

か
。
こ
れ
が
ス
ー
ダ
ン
の
当
面
の
急
務
で
あ
る
。

南
ス
ー
ダ
ン
が
直
面
す
る
挑
戦

ス
ー
ダ
ン
南
部
の
各
勢
力
は
す
で
に
独
立
国
家

樹
立
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
ス
ー

ダ
ン
南
部
の
分
離
で
既
存
の
す
べ
て
の
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
逆
に
南
ス
ー
ダ
ン
は
社
会
経

済
発
展
、
民
族
国
家
建
設
に
お
け
る
挑
戦
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
一
連
の
問
題

で
あ
る
。

①
い
か
に
し
て
ス
ー
ダ
ン
と
の
関
係
を
処
理
す

る
か
。
ス
ー
ダ
ン
の
南
部
と
北
部
の
間
に
は
社
会
経

済
発
展
、
文
化
な
ど
の
格
差
が
存
在
し
て
い
る
が
、

南
北
間
の
つ
な
が
り
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
経
済
発

展
に
お
け
る
依
存
関
係
は
一
度
の
「
住
民
投
票
」

で
断
ち
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
南
北
境
界
線
の

確
定
、
国
民
の
認
定
、
ナ
イ
ル
川
の
水
量
配
分
、

石
油
収
入
配
分
な
ど
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
、
双
方

は
移
行
期
間
内
に
交
渉
し
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ス
ー
ダ
ン
南
部
の
石
油
産
出
量
は
ス
ー
ダ
ン
国

内
の
７
０
％
を
占
め
、
南
部
自
治
政
府
の
財
政
収
入

の
９
８
％
は
石
油
に
よ
る
も
の
だ
。
し
か
し
石
油
輸

出
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
石
油
精

製
工
場
は
北
部
に
あ
る
。
石
油
は
双
方
の
争
い
の
種

で
あ
る
一
方
で
、
継
続
的
協
力
を
促
す
契
機
で
も
あ

る
。②

社
会
経
済
発
展
の
促
進
。
ス
ー
ダ
ン
南
部
が

分
離
後
に
足
元
を
固
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の

経
済
活
力
と
経
済
発
展
に
か
か
っ
て
い
る
。
ス
ー
ダ

ン
は
世
界
の
後
発
開
発
途
上
国
の
１
つ
で
あ
る
が
、

南
部
は
北
部
よ
り
さ
ら
に
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
ほ
と

ん
ど
工
業
は
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
も
貧
弱
で
、
交
通
も

未
発
達
だ
。
ス
ー
ダ
ン
南
部
は
広
大
な
土
地
と
比
較

的
豊
か
な
水
資
源
を
持
ち
な
が
ら
、
深
刻
な
食
糧
不

ス
ー
ダ
ン
南
部
の
住
民
投
票

　
独
立
は
福
か
？
災
い
か
？

王
京
烈 

（
中
国
社
会
科
学
院
西
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
中
東
研
究
室
主
任
）

２０１１年２月７日、スーダン南部住民投票委員会は

住民投票結果を正式に発表した。写真はハルツームで

行われた記者会見会場で抱き合うスーダン南部の女性

（新華社）
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国際問題政治

足
、
劣
っ
た
教
育
施
設
、
高
い
文
盲
率
な
ど
の
問
題

に
直
面
し
て
い
る
。
分
離
後
、
南
部
は
ア
フ
リ
カ
大

陸
の
最
貧
困
地
域
と
な
る
だ
ろ
う
。

③
南
ス
ー
ダ
ン
の
政
治
結
集
力
。
ス
ー
ダ
ン
南

部
は
党
派
が
多
い
。
現
在
最
大
の
勢
力
を
持
つ
の
は

ス
ー
ダ
ン
人
民
解
放
運
動
で
、
そ
の
ほ
か
比
較
的
重

要
な
も
の
に
は
、
民
主
変
化
の
た
め
の
ス
ー
ダ
ン
人

民
解
放
運
動
、
統
一
民
主
戦
線
、
ス
ー
ダ
ン
・
ア
フ

リ
カ
民
族
同
盟
、
南
ス
ー
ダ
ン
政
党

連
合
、
南
ス
ー
ダ
ン
民
主
戦
線
、
南

ス
ー
ダ
ン
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
憲
章

民
主
党
、
ス
ー
ダ
ン
全
国
労
働
者
党

な
ど
が
あ
る
。
上
記
の
政
党
、
政
治

組
織
は
か
つ
て
内
戦
や
分
離
を
目
指

す
戦
い
で
は
団
結
し
て
北
部
と
戦
っ

た
が
、
新
し
い
情
勢
下
で
、
「
分

離
」
の
成
果
を
分
か
ち
合
い
自
ら
の

た
め
に
よ
り
多
く
の
利
益
を
求
め
る

時
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
一
致
団
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

④
複
雑
な
種
族
間
・
宗
教
教
派

間
の
対
立
。
ス
ー
ダ
ン
は
多
民
族
、

多
宗
教
が
共
存
す
る
国
で
あ
り
、

１
９
種
族
、
６
０
０
近
く
の
部
落
が

あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
７
０
％
、

原
始
部
落
宗
教
と
拝
物
教
の
信
者
が

２
５
％
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
５
％
い

る
。
ス
ー
ダ
ン
南
部
に
は
５
０
０
余

り
の
部
落
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
そ
の
土
地
の
伝
統
的
宗
教
を
信
じ

て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
南
部
人

口
の
５
分
の
１
以
下
だ
が
、
南
部
の

自
治
政
府
を
主
導
し
西
側
諸
国
の
支

援
を
受
け
て
い
る
。
部
落
間
・
教
派

間
の
対
立
を
ど
う
解
決
す
る
か
は
、

スーダン北部から続々と帰郷する南部出身者たち（新華社）

ス
ー
ダ
ン
南
部
の
前
途
と
命
運
に
か
か
わ
っ
て
く

る
。

中
国
と
ス
ー
ダ
ン

中
国
と
ス
ー
ダ
ン
の
協
力
は
南
南
協
力
の
模
範

で
あ
る
。
国
外
の
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
は
急
速
に
発
展

す
る
中
国
経
済
に
触
れ
る
際
、
「
中
国
モ
デ
ル
」
と

い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
が
、
実
は
国
際
関
係
領
域
で

も
中
国
は
他
国
と
の
付
き
合
い
の
中
で
「
中
国
モ
デ

ル
」
、
つ
ま
り
相
互
尊
重
、
互
恵
互
利
の
協
力
関
係

モ
デ
ル
を
築
き
上
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
に

発
展
の
基
礎
が
あ
り
、
強
い
生
命
力
と
明
る
い
前
途

が
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
が
す
で
に
証
明
し
て
い
る
。

経
済
総
量
で
見
る
と
、
現
在
中
国
は
す
で
に

世
界
第
二
の
経
済
体
だ
が
、
依
然
と
し
て
発
展
途

上
国
で
あ
り
、
特
に
西
部
の
発
展
は
ま
だ
比
較
的

立
ち
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
と
中
東
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
協
力
関
係
は
互
恵
互
利
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
つ
も
援
助
型
の
も
の
で
は
あ

り
得
な
い
。
し
か
し
中
国
が
持
つ
ハ
イ
テ
ク
・

ニ
ュ
ー
テ
ク
、
強
大
な
社
会
生
産
能
力
、
製
品
価

格
優
位
性
と
い
っ
た
多
く
の
要
素
は
、
中
国
と
中

東
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
経
済
貿
易
協
力
に
お
い

て
も
大
き
な
相
互
補
完
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
中
国
は
外
交
や

協
力
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
い
か
な
る
政
治
条
件
を

付
け
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
他
国
の
内
政
に
干
渉

し
た
こ
と
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
点
が

西
側
大
国
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
帝
国

主
義
と
植
民
地
主
義
の
抑
圧
を
脱
し
て
独
立
を
遂

げ
た
発
展
途
上
国
が
政
治
的
独
立
と
経
済
発
展
を

維
持
す
る
過
程
で
求
め
る
の
は
、
当
然
な
が
ら

「
新
た
な
主
人
」
（
宗
主
国
）
で
は
な
く
、
発
展

し
つ
つ
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
現
在
世
界
で
最
も
急
速
に
発
展
し
て
い
る
途

上
国
で
あ
り
、
相
互
尊
重
と
互
恵
互
利
の
協
力

モ
デ
ル
を
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
中
国
は
、
当

然
発
展
途
上
国
の
発
展
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
ま
た
と
な
い
選
択
肢
と
な
る
だ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
中
国
と
ス
ー
ダ
ン
、
南

ス
ー
ダ
ン
と
の
間
に
友
好
的
な
協
力
関
係
が
続
く

と
信
じ
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
の
だ
。

１
月
２
９
日
に
発
表
さ
れ
た
『
水
利
改
革
の

発
展
加
速
に
関
す
る
中
共
中
央
、
国
務
院
の
決

定
』
は
、
新
世
紀
に
入
っ
て
以
来
、
中
央
が
重

視
し
て
き
た
「
三
農
」
（
農
村
、
農
業
、
農

民
）
に
関
す
る
８
番
目
の
「
一
号
文
書
」
で
あ

り
、
新
中
国
が
成
立
し
て
６
２
年
来
、
中
央
文

書
と
し
て
初
め
て
水
利
事
業
に
対
し
て
の
全
面

配
備
に
言
及
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
国
家
の

関
連
部
門
委
員
会
の
責
任
者
や
専
門
家
な
ど
の

権
威
は
「
一
号
文
書
」
の
「
水
利
に
関
す
る
注

目
点
」
の
解
読
を
行
っ
た
。

新
戦
略
の
位
置
づ
け

「
国
家
の
安
全
」

一
号
文
書
で
は
、
水
利
は
現
代
の
農
業
建
設

に
必
要
不
可
欠
な
必
須
条
件
で
あ
り
、
経
済
社

会
の
発
展
に
お
い
て
何
も
の
に
も
替
え
難
い
基

礎
的
な
支
え
で
あ
り
、
生
態
環
境
改
善
と
切
り

離
す
こ
と
の
で
き
な
い
保
障
シ
ス
テ
ム
で
も
あ

る
、
と
し
て
い
る
。

水
利
部
部
長
の
陳
雷
氏
は
、
こ
れ
は
中
国
共

専
門
家
が

 

「
中
央
一
号
文
書
」
を
解
読

豪雨の影響を受け、江西省都昌県左里鎮の１．９７万ムー

（約１３２０ヘクタール）の早稲栽培を行う農田が水没。農

家の人びとは損害を最小限にとどめようと懸命に収穫する　

（２０１０年７月２４日周科撮影）
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政治政治

産
党
の
重
要
文
書
の
中
で
も
初
め
て
、
水
利
が

「
強
い
公
益
性
、
イ
ン
フ
ラ
性
、
戦
略
性
を
備

え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出

し
、
「
水
利
の
改
革
と
発
展
を
急
ぐ
こ
と
は
、

洪
水
防
止
、
安
全
な
給
水
、
安
定
し
た
食
糧
生

産
の
確
保
に
か
か
わ
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
の

安
定
と
生
態
の
安
全
、
国
家
の
安
全
に
も
か
か

わ
る
」
こ
と
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ

る
、
と
話
す
。

中
央
農
村
工
作
指
導
グ
ル
ー
プ
弁
公
室
副
主

任
の
唐
仁
健
氏
に
よ
る
と
、
水
利
の
重
要
性
を

国
家
の
安
全
と
い
う
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ

た
こ
と
が
、
こ
の
文
書
の
目
玉
だ
と
い
う
。
水

利
に
対
す
る
新
戦
略
の
位
置
づ
け
が
決
ま
っ
て

こ
そ
、
公
共
財
政
が
な
ぜ
水
利
を
投
資
の
重
点

と
し
た
の
か
、
ま
た
水
利
発
展
は
な
ぜ
公
共
財

産
に
頼
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
明
確

に
な
る
。

食
糧
の
安
全　

今
以
上
に
「
水
利
保
障
」
頼
り
に

一
号
文
書
で
は
「
水
利
を
国
の
イ
ン
フ
ラ
建

設
の
中
の
優
先
分
野
と
し
、
農
田
の
水
利
を
農

村
で
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
建
設
に
お
け
る
重
点
任

務
と
す
る
」
と
明
示
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
な

農
田
の
水
利
建
設
が
必
要
で
あ
り
、
５
年
か
ら

１
０
年
と
い
う
歳
月
と
努
力
を
積
み
重
ね
、
立

ち
遅
れ
た
水
利
建
設
を
根
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ベ
ー
ス
と
し

て
大
型
の
灌
漑
区
や
重
点
中
型
灌
漑
区
継
続
建

設
と
節
水
改
造
を
完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

強
調
さ
れ
て
い
る
。

中
央
農
村
工
作
指
導
グ
ル
ー
プ
の
副
グ
ル
ー

プ
長
で
、
弁
公
室
主
任
の
陳
錫
文
氏
は
次
の
よ

う
に
話
す
。
２
０
１
０
年
の
中
国
の
食
糧
生
産

量
は
５
億
４
９
１
０
万
ト
ン
に
上
り
、
全
体
的

に
み
る
と
、
中
国
の
食
糧
総
生
産
量
は
消
費
量

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
大
規
模
な
農
田
の

水
利
建
設
は
、
灌
漑
面
積
と
作
付
面
積
の
拡

大
、
食
糧
生
産
量
の
増
加
に
有
利
で
あ
る
。
特

に
１
９
９
０
年
代
か
ら
、
中
国
の
食
糧
生
産
地

区
の
中
心
は
す
で
に
南
部
か
ら
北
部
地
区
へ
と

移
っ
て
き
た
が
、
新
し
い
食
糧
生
産
地
区
に
お

け
る
農
田
の
水
利
は
早
急
な
対
応
が
で
き
て
お

ら
ず
、
こ
う
い
っ
た
地
方
の
農
田
の
水
利
建
設

を
強
化
す
る
こ
と
が
、
中
国
の
食
糧
の
安
全
を

今
以
上
に
保
障
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

水
利
建
設　

１
０
年
間
で
４
兆
元
を
投
じ
る

公
共
財
政
は
い
か
に
し
て
水
利
投
資
を
確

保
す
る
の
か
？
一
号
文
書
で
は
今
後
の
１
０

年
で
、
全
社
会
水
利
の
年
間
平
均
投
資
比
を

２
０
１
０
年
の
倍
に
す
る
と
し
て
い
る
。

陳
錫
文
氏
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
０
年
の
中
国

の
水
利
へ
の
投
資
金
額
は
２
０
０
０
億
元
で
、

そ
の
倍
と
い
え
ば
す
な
わ
ち
４
０
０
０
億
元
で

あ
り
、
将
来
的
に
は
１
０
年
間
で
水
利
へ
の
投

資
額
は
４
兆
元
に
達
す
る
と
い
う
。

一
号
文
書
で
は
さ
ら
に
、
各
レ
ベ
ル
財
政
の

水
利
へ
の
投
資
総
額
と
増
加
幅
を
明
確
に
増
加

さ
せ
、
中
央
と
地
方
財
政
に
よ
る
水
利
専
用
の

投
資
金
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
、
土
地
譲
渡
に
よ

る
収
益
の
う
ち
の
１
０
％
を
使
っ
て
農
田
の
水

利
建
設
を
行
い
、
新
た
に
増
え
た
建
設
用
地
の

土
地
使
用
を
有
料
に
す
る
な
ど
、
土
地
整
備
資

金
の
総
合
的
な
効
果
利
益
を
十
分
に
生
か
す
こ

と
が
提
起
さ
れ
た
。

水
害
を
根
治　

２
０
２
０
年
に
は
「
洪
水
防
止
・
干
ば

つ
対
処
・
減
災
シ
ス
テ
ム
」
を
整
備

一
号
文
書
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
「
洪

水
防
止
・
干
ば
つ
対
処
・
減
災
シ
ス
テ
ム
」
を

整
備
し
、
重
点
都
市
と
洪
水
防
止
保
護
地
区
の

洪
水
防
止
能
力
を
し
っ
か
り
向
上
さ
せ
、
干
ば

つ
に
対
処
で
き
る
能
力
を
強
化
す
る
。
ま
た

「
十
二
五
」
（
第
１
２
次
五
ヵ
年
計
画
）
期
間

中
に
は
、
重
点
中
小
河
流
の
河
川
整
備
、
小
型

の
ダ
ム
の
全
面
的
な
補
強
、
洪
水
災
害
が
発
生

し
や
す
い
地
域
の
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
の
建
設

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

国
家
洪
水
・
干
ば
つ
防
止
対
策
総
指
揮
部

の
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
１
０
年
、
全
国
の

４
３
７
カ
所
の
河
川
で
特
大
洪
水
が
発
生
し
、

冠
水
に
よ
る
被
害
人
口
は
２
億
１
０
０
０
万
人

に
の
ぼ
っ
た
。

２
０
１
０
年
、
中
国
で
大
干
ば
つ
に
見
舞
わ

れ
た
地
域
は
、
主
に
西
南
地
区
や
内
蒙
古
中
部

地
区
に
集
中
し
て
お
り
、
干
ば
つ
被
害
に
あ
っ

た
土
地
面
積
は
全
国
の
９
割
以
上
を
占
め
る
。

特
に
西
南
地
区
で
は
、
半
年
間
と
い
う
歴
史
上

ま
れ
に
み
る
長
期
に
渡
る
干
ば
つ
被
害
に
見
舞

わ
れ
、
被
害
面
積
は
１
億
ム
ー
（
約
６
７
０
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
上
っ
た
。

中
国
農
業
科
学
院
研
究
員
の
李
茂
松
氏
に
よ

る
と
、
近
年
来
、
異
常
気
象
が
頻
繁
に
発
生
し

て
き
て
い
る
。
「
洪
水
防
止
・
干
ば
つ
対
処
・

減
災
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
は
、
災
害
の
発
生
を

根
本
的
に
減
ら
し
、
災
害
に
よ
る
影
響
を
軽
減

す
る
の
に
有
利
と
な
る
と
い
う
。

資
源
管
理　

最
も
厳
格
な
「
三
つ
の
レ
ッ
ド

ラ
イ
ン
」

文
書
で
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
国
の
年

間
用
水
総
量
を
６
７
０
０
億
立
方
メ
ー
ト
ル
以

内
に
お
さ
え
、
都
市
部
と
農
村
部
の
給
水
保
証

率
を
向
上
さ
せ
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
と

工
業
増
加
値
１
万
元
あ
た
り
の
用
水
量
を
減
ら

し
、
都
市
部
と
農
村
部
住
民
の
飲
料
水
の
安
全

を
全
面
的
に
保
障
す
る
、
と
し
て
い
る
。

上
述
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
文
書
で

は
水
資
源
に
関
す
る
厳
格
な
管
理
指
標
と
し
て

「
３
つ
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
ず
１
つ
目
は
水
資
源
の
開
発
と
利
用
を

管
理
す
る
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
、
２
つ
目
は
効
率
的

な
水
資
源
の
使
用
を
管
理
す
る
レ
ッ
ド
ラ
イ

ン
、
３
つ
目
は
水
機
能
区
の
汚
染
排
出
を
制
限

す
る
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
一
号
文
書
で
は

更
に
、
県
ク
ラ
ス
以
上
の
政
府
の
主
要
責
任
者

が
、
管
轄
行
政
区
域
の
水
資
源
管
理
と
保
護
作

業
に
関
す
る
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
こ
と
が
明

確
に
さ
れ
て
い
る
。

唐
仁
建
氏
は
、
「
絶
対
に
こ
の
よ
う
な
制
限

が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
、
ま
た
、
こ

れ
と
関
連
し
て
、
用
水
総
量
管
理
制
度
、
用
水

効
率
管
理
制
度
、
水
機
能
区
の
汚
染
排
出
制
限

制
度
と
い
っ
た
３
つ
の
制
度
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

水
価
格
の
改
革　

節
水
を
促
進
し
低
所
得
者
層
の

負
担
を
軽
減
す
る

中
国
で
資
源
価
格
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
に
つ
れ
、
水
資
源
を
配
置
・
利
用
す

る
上
で
水
価
格
を
い
か
に
し
て
調
節
し
て
い
く

の
か
、
と
い
う
点
が
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い

る
。一

号
文
書
は
積
極
的
に
水
価
格

の
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。
都
市

部
住
民
の
生
活
用
水
の
価
格
を
合

理
的
に
調
整
し
、
使
用
量
別
加
算

水
価
格
制
度
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
農
業
用
水
価
格
の
総
合
的
な
改

革
を
推
進
し
、
農
民
が
定
額
内
で

水
が
使
え
、
ま
た
水
を
優
遇
価
格

で
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
定
額

超
過
の
用
水
に
対
し
て
は
累
進
加

算
費
用
徴
収
制
度
を
実
施
す
る
な

ど
の
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
た
。

水
利
部
水
資
源
司
の
責
任
者
に

よ
る
と
、
今
の
中
国
の
給
水
・
排

水
価
格
は
依
然
と
し
て
低
す
ぎ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
水
資
源
の
希
少

価
値
性
を
反
映
さ
せ
る
の
が
難
し

い
状
態
で
あ
る
と
い
う
。
一
部
の

地
方
や
業
種
で
は
、
「
ど
れ
だ
け

使
お
う
が
同
じ
」
と
い
う
意
識
が

あ
り
、
水
の
消
耗
が
激
し
く
と
も

財
政
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。

水
価
格
の
改
革
は
低
所
得
者
層

の
負
担
を
増
や
す
か
否
か
、
と
い
う
点
に
関
し

て
、
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
使

用
量
別
水
価
格
は
比
較
的
理
に
か
な
っ
て
い
る

が
、
具
体
的
に
実
施
す
る
際
に
は
、
低
所
得
者

層
の
許
容
力
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
価
格
の
改
革
は
、
多
く
の
家
庭
に
関
わ
る
こ

と
で
あ
り
、
周
到
か
つ
慎
重
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ソ
ー
ス
：
新
華
ネ
ッ
ト
）

大洪水により大きな被害を受けた江西省資渓県高阜鎮初居村　

（２０１０年６月２０日周科撮影）
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経済成長１０．３％

その意味するのは

経済

経済成長１０．３％

その意味するのは

２
０
日
、
広
く
注
目
さ
れ
て
い
た
２
０
１
０

年
の
マ
ク
ロ
経
済
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
た
。

国
家
統
計
局
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
１
０

年
の
中
国
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は

３
９
兆
７
９
８
３
億
元
。
不
変
価
格
で
計
算
す

る
と
、
前
年
に
比
べ
１
０
•
３
％
の
増
と
な

り
、
成
長
率
は
１
•
１
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

国
際
金
融
危
機
に
対
応
し
、
経
済
の
安
定
か
つ

急
速
な
発
展
を
保
持
し
、
経
済
発
展
方
式
の
転

換
を
加
速
す
る
上
で
カ
ギ
と
な
っ
た
１
年
と
し

て
、
１
０
年
の
１
０
•
３
％
と
い
う
経
済
成
長

は
結
局
の
と
こ
ろ
何
を
意
味
す
る
の
か
。
段
階

的
な
成
果
を
背
景
に
、
中
国
経
済
は
さ
ら
に
ど

の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
、
ど
の
よ
う
な
挑
戦

を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

◆
数
字
が
明
か
す
成
果

「
１
０
年
に
、
わ
が
国
は
国
際
金
融
危
機
に

よ
る
ダ
メ
ー
ジ
に
対
応
し
た
そ
の
成
果
を
効
果

的
に
強
固
に
し
、
拡
大
す
る
な
ど
、
国
民
経
済

運
営
の
状
況
は
総
体
的
に
良
好
だ
っ
た
」
。
国

家
統
計
局
の
馬
建
堂
局
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

中
国
経
済
に
つ
い
て
言
え
ば
、
１
０
年
は
極

め
て
非
凡
だ
っ
た
。
国
際
、
国
内
の
複
雑
か
つ

多
変
す
る
経
済
情
勢
を
前
に
、
構
造
の
調
整
や

方
式
の
転
換
の
過
程
で
い
か
に
経
済
の
安
定
か

つ
急
速
な
成
長
を
保
持
す
る
か
、
よ
り
多
く
の

困
難
を
克
服
し
、
よ
り
多
く
の
問
題
を
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の

下
で
、
１
０
•
３
％
と
い
う
経
済
成
長
率
が
満

足
で
き
る
回
答
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

中
国
国
際
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
の
鄭
新
立
常

務
副
理
事
長
は
、
１
０
年
の
マ
ク
ロ
経
済
を
評

価
す
る
に
当
た
り
、
３
つ
の
比
較
的
顕
著
な

２０１１年１月２０

日、国務院新聞弁公室

が開いた記者会見で、

国家統計局の馬建堂局

長は２０１０年の国民

経済状況について説明

し、記者の質問に答え

た（邢広利撮影）

経済

「
新
ポ
イ
ン
ト
」
に
言
及
。
第
１
は
、
経
済
が

再
上
昇
か
ら
安
定
か
つ
急
速
な
発
展
と
い
う
正

常
な
軌
道
へ
と
好
転
し
た
こ
と
。
第
２
は
、
内

生
的
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
経
済
成
長
を
け
ん
引

す
る
上
で
主
要
な
役
割
を
発
揮
し
た
こ
と
。
第

３
は
、
輸
出
が
回
復
し
て
増
加
し
た
こ
と
だ
。

０
９
年
に
輸
出
は
１
６
％
減
少
し
た
が
、
１
０

年
は
１
～
１
２
月
ま
で
に
３
１
•
３
％
増
加
し

た
。国

家
情
報
セ
ン
タ
ー
経
済
予
測
部
の
範
剣

平
主
任
は
、
ス
ピ
ー
ド
で
あ
れ
効
果
で
あ

れ
、
１
０
年
の
経
済
は
極
め
て
突
出
し
、
と

く
に
国
民
経
済
全
体
の
運
営
効
率
か
ら
見
れ

ば
、
一
定
規
模
以
上
の
工
業
企
業
の
利
益
が

１
１
月
末
ま
で
に
５
０
％
以
上
増
え
た
こ
と

で
、
財
政
収
入
も
大
幅
に
伸
び
た
。
全
国
の

都
市
・
農
村
部
住
民
の
収
入
は
前
年
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
実
質
で
７
•
８
％
、
１
０
•
９
％
増

加
し
た
。

申
銀
万
国
証
券
研
究
所
の
桂
浩
明
チ
ー
フ
ア

ナ
リ
ス
ト
は
「
1
０
年
の
経
済
成
長
は
ほ
ぼ
予

想
通
り
で
あ
り
、
前
期
に
比
べ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
四

半
期
ご
と
に
減
少
し
た
こ
と
は
、
経
済
成
長
が

調
整
さ
れ
た
所
期
の
目
標
に
向
か
い
つ
つ
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
だ
」
と
指
摘
す
る
。

◆
構
造
が
反
映
す
る
問
題

だ
が
、
経
済
の
急
成
長
と
同
時
に
、
経
済
の

発
展
に
は
構
造
的
な
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在

し
て
お
り
、
構
造
調
整
と
発
展
方
式
の
転
換
は

や
は
り
任
重
く
道
遠
し
で
あ
る
。

現
在
の
経
済
成
長
の
構
造
的
な
問
題
に
触
れ

た
際
、
範
主
任
は
「
過
去
の
構
造
と
枠
組
み
は

根
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
強
調
。

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
１
０
年
の
社
会
全
体
の

固
定
資
産
投
資
は
前
年
比
で
２
３
•
８
％
増
加

す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
高
位
に
あ
る
。
一

方
、
輸
出
が
回
復
し
て
増
加
し
た
こ
と
も
、
昨

年
の
経
済
が
高
成
長
を
保
持
し
た
１
つ
の
重
要

な
要
素
で
あ
る
。
投
資
や
輸
出
が
け
ん
引
す
る

経
済
成
長
の
枠
組
み
に
根
本
的
な
変
化
は
な

い
。「

三
大
需
要
か
ら
見
れ
ば
、
投
資
率
は
ま
だ

上
昇
し
て
お
り
、
国
民
の
収
入
配
分
に
つ
い
て

言
え
ば
、
企
業
の
利
潤
増
と
政
府
の
税
収
増
が

住
民
の
収
入
増
を
明
ら
か
に
上
回
っ
て
い
る
と

い
う
局
面
に
大
き
な
変
化
は
な
い
」
。
範
主
任

は
こ
う
述
べ
た
上
で
、
価
格
の
比
較
的
速
い
上

昇
、
あ
る
い
は
イ
ン
フ
レ
の
状
況
は
、
往
々
に

し
て
政
府
の
税
収
と
名
目
収
入
に
非
常
に
プ
ラ

ス
で
あ
り
、
企
業
の
名
目
収
入
増
に
も
プ
ラ
ス

と
な
る
が
、
一
般
市
民
に
マ
イ
ナ
ス
だ
と
指
摘

す
る
。

実
際
、
１
０
年
の
物
価
の
持
続
的
上
昇
と

流
動
性
の
過
剰
は
終
始
、
中
国
経
済
の
安
定

的
な
発
展
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
圧
力
と

な
っ
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
率
が
１
０
•
３
％

に
達
す
る
と
同
時
に
、
１
０
年
通
年
の
物
価

上
昇
率
も
３
•
３
％
と
比
較
的
高
い
伸
び
幅

と
な
り
、
再
び
イ
ン
フ
レ
へ
の
懸
念
を
誘
発

し
た
。

中
国
社
会
科
学
院
数
量
経
済
・
技
術
経
済

研
究
所
の
汪
同
三
所
長
は
、
「
現
在
は
非
常

に
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
最
も
切

実
か
つ
最
も
現
実
的
な
の
は
、
い
か
に
イ
ン

フ
レ
と
い
う
問
題
を
抑
制
す
る
か
で
あ
る
。

広
範
な
市
民
の
生
活
と
直
接
か
か
わ
る
か
ら

だ
」
と
指
摘
。

「
通
貨
供
給
と
物
価
指
数
が
反
映
す
る
の

２０１０年１２月１１日に国家統計

局が発表したデータによると、１１

月のＣＰＩは同期比で５．１％上昇

し、この２８カ月で最高の上がり幅

となった。写真は江蘇省海安県の

スーパーで商品の値札を取り替える

店員（新華社）
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中
国
の
銀
行
業
界
の
国
際
化
は
す

で
に
一
種
の
流
れ
と
な
っ
て
い
る

が
、
各
行
が
海
外
に
進
出
す
る
過
程

で
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
困
難

は
ま
だ
多
い
。

本
誌
記
者　

蘭
辛
珍

１月１９日、中国工商銀行ブリュッセル

支店のオープニングセレモニーが開かれ

た。出席したのは、同行の姜建清董事長

（左から３人目）、ベルギーのルテルム

首相（右から３人目）、中国の張援遠駐

ベルギー大使（右から２人目）、宋哲駐

ＥＵ使節団団長（右）　（武巍撮影）

銀
行
業
界
、
海
外
進
出
を
加
速

経済経済

は
、
依
然
と
し
て
存
在
す
る
比
較
的
大
き
な
調

整
へ
の
圧
力
で
あ
り
、
政
府
は
経
済
成
長
の
ス

ピ
ー
ド
を
安
定
さ
せ
る
状
況
の
下
で
、
通
貨
供

給
と
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
抑
制
し
、
調
整
の
柔
軟

性
と
対
処
性
を
増
強
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、

桂
ア
ナ
リ
ス
ト
は
強
調
す
る
。

◆
調
整
で
直
面
す
る
課
題

昨
年
末
に
開
か
れ
た
中
国
共
産
党
第
１
７
期

中
央
委
員
会
第
５
回
全
体
会
議
は
、
第
１
２
次

５
カ
年
計
画
の
工
業
経
済
計
画
に
関
す
る
提
言

で
、
「
経
済
構
造
の
戦
略
的
調
整
を
経
済
発
展

方
式
の
転
換
を
加
速
す
る
た
め
の
主
要
攻
撃
目

標
と
す
る
」
と
概
括
。
同
様
に
、
昨
年
末
の
中

央
経
済
工
作
会
議
も
、
経
済
発
展
方
式
の
転
換

の
加
速
を
経
済
関
連
の
仕
事
の
主
軸
に
す
る
と

再
度
提
起
し
た
。

１
１
年
は
第
１
２
次
５
カ
年
計
画
が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
円
滑
に
始

め
、
円
滑
に
着
手
す
る
か
、
つ
ま
り
経
済
発
展

方
式
の
転
換
に
当
た
っ
て
は
、
円
滑
に
始
め
、

円
滑
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鄭
副
理
事
長
は
、
経
済
発
展
方
式
の
転
換

で
円
滑
に
始
め
る
た
め
の
重
点
は
、
次
の
５

つ
の
面
を
改
め
る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
。
経

済
成
長
の
投
資
と
輸
出
へ
の
過
度
の
依
存

局
面
を
改
め
る
。
経
済
成
長
の
第
２
次
産
業

へ
の
過
度
の
依
存
局
面
を
改
め
、
第
３
次
産

業
を
大
々
的
に
発
展
さ
せ
る
。
経
済
成
長
の

物
的
資
源
の
消
耗
へ
の
過
度
の
依
存
状
況
を

改
め
、
主
に
自
主
革
新
、
管
理
の
改
善
と
労

働
者
の
資
質
の
向
上
を
通
じ
て
成
長
を
推
進

し
、
自
主
革
新
能
力
を
高
め
て
革
新
型
の
国

家
を
建
設
す
る
。
都
市
・
農
村
部
の
発
展
の

格
差
が
徐
々
に
拡
大
す
る
状
態
を
改
め
、
協

調
の
取
れ
た
発
展
を
実
現
す
る
。
国
内
経
済

と
外
国
経
済
と
の
関
係
上
、
海
外
投
資
を

徐
々
に
拡
大
し
、
導
入
主
体
か
ら
導
入
と
進

出
を
共
に
重
視
す
る
方
向
へ
と
転
換
し
、
同

時
に
膨
大
な
外
貨
の
備
蓄
と
通
貨
の
備
蓄
を

徐
々
に
資
産
の
備
蓄
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物

の
備
蓄
に
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。

「
１
１
年
は
、
地
方
政
府
が
ど
の
よ
う
に
仕

事
の
重
心
を
構
造
の
調
整
、
方
式
の
転
換
に
真

に
移
し
て
い
く
か
、
研
究
開
発
へ
の
資
金
投
入

を
真
に
拡
大
す
る
か
、
人
的
資
本
の
投
入
を
拡

大
す
る
か
が
、
政
策
転
換
の
カ
ギ
と
な
る
」
。

国
家
発
展
改
革
委
員
会
マ
ク
ロ
経
済
研
究
院
の

王
一
鳴
常
務
副
院
長
は
こ
う
強
調
す
る
。

復
旦
大
学
経
済
学
院
の
孫
立
堅
副
院
長
は

「
１
１
年
は
第
１
２
次
５
カ
年
計
画
に
着
手
す

る
最
初
の
年
で
あ
り
、
こ
の
１
年
の
発
展
戦
略

の
仕
組
み
、
政
策
の
成
果
が
今
後
の
中
国
経
済

の
持
続
可
能
な
発
展
の
運
営
モ
デ
ル
と
運
営
効

率
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
」
と
指
摘
。

孫
副
院
長
に
す
れ
ば
、
中
国
経
済
の
政
府
に

よ
る
「
輸
血
型
」
の
経
済
発
展
支
援
方
式
を
で

き
る
だ
け
速
く
改
め
、
絶
え
ず
完
備
さ
れ
る
制

度
の
整
備
と
政
府
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
措
置
を
通
じ
て
、
早
急
に
市
場
自
身
に
よ
る

「
造
血
型
」
の
経
済
発
展
へ
の
活
力
を
生
み
出

す
こ
と
が
、
当
面
の
中
国
経
済
の
構
造
的
な
イ

ン
フ
レ
を
根
本
的
に
解
決
す
る
カ
ギ
と
な
る
要

素
で
あ
る
。

浙江省の海外向け衣料品会社で衣料品を生産する従業員

（王小川撮影）
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経済経済

中
国
工
商
銀
行
股
份
有
限
公
司
と
東
亜
銀
行

有
限
公
司
は
２
０
１
１
年
１
月
２
３
日
、
東
亜
銀

行
の
米
国
子
会
社
の
株
式
売
買
で
合
意
し
た
後
、

２
１
日
（
米
国
中
部
時
間
）
に
シ
カ
ゴ
で
協
定
書

に
調
印
し
た
と
共
同
で
発
表
し
た
。

協
定
書
に
基
づ
き
、
工
商
銀
行
は
東
亜
銀
行
に

約
１
億
４
０
０
０
万
ド
ル
を
支
払
っ
て
米
国
子
会

社
の
株
式
の
８
０
％
を
取
得
し
、
東
亜
銀
行
は
残

り
の
２
０
％
を
保
有
す
る
。
同
時
に
、
東
亜
銀
行

は
プ
ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
を
有
し
、
本
取
引
完
了
後

に
、
協
定
書
で
取
り
決
め
た
条
項
と
日
付
に
基
づ

い
て
残
り
の
株
式
を
工
商
銀
行
に
譲
渡
す
る
。
双

方
は
そ
の
後
、
監
督
管
理
機
関
に
よ
る
申
請
・
認

可
手
続
き
を
行
う
。
取
引
完
了
後
、
工
商
銀
行
は

米
国
東
亜
銀
行
の
経
営
と
管
理
に
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
る
。

米
国
子
会
社
は
、
東
亜
銀
行
が
米
国
で
の
全

額
出
資
し
た
傘
下
企
業
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ　

Ａ
ｓ
ｉ
ａ　

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｃ
ｏ
•
Ｉ
ｎ
ｃ
•
を
通
じ
て

０
１
年
に
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ　

Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ　

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
を
買
収
し
て

設
立
し
た
も
の
で
、
本
店
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ

る
。
同
行
は
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
に
そ
れ
ぞ
れ
１
３
の
支
店
を
持
ち
、
米

国
の
商
業
銀
行
の
営
業
許
可
証
を
所
有
し
て
お

り
、
主
に
リ
テ
ー
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
貿
易
・
融
資

と
い
っ
た
伝
統
的
な
銀
行
業
務
を
扱
っ
て
い
る
。

１
０
年
９
月
３
０
日
時
点
で
、
米
国
子
会
社
の
資

産
総
額
は
７
億
１
７
０
０
万
ド
ル
。

中
国
工
商
銀
行
は
中
国
で
資
産
規
模
最
大

の
商
業
銀
行
、
時
価
総
額
と
預
金
総
額
、
利
益

で
世
界
第
一
の
銀
行
で
も
あ
る
。
中
国
国
内
に

約
１
万
６
０
０
０
、
海
外
２
８
カ
国
・
地
域
に

２
１
０
以
上
の
機
関
を
有
し
て
い
る
。

工
商
銀
行
の
姜
建
清
董
事
長
は
「
今
回
の
買
収

は
中
国
の
銀
行
に
よ
る
米
国
の
商
業
銀
行
に
対
す

る
初
め
て
の
持
ち
株
権
の
買
収
で
あ
り
、
そ
の
戦

略
的
意
義
は
際
立
っ
て
い
る
。
成
功
裏
に
完
了
す

れ
ば
、
中
国
の
銀
行
が
米
国
で
の
金
融
サ
ー
ビ
ス

全
体
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
上
で
重
要
な
基
盤

が
築
か
れ
る
だ
け
で
な
く
、
中
米
両
国
の
金
融
の

対
等
な
開
放
の
レ
ベ
ル
、
広
さ
と
深
さ
を
さ
ら
に

高
め
る
上
で
重
要
な
象
徴
と
な
り
、
両
国
の
経
済

貿
易
の
往
来
に
重
要
か
つ
プ
ラ
ス
の
影
響
を
及
ぼ

す
な
ど
、
双
方
に
と
っ
て
共
同
の
利
益
を
得
る
た

め
の
選
択
で
も
あ
る
」
と
強
調
す
る
。

工
商
銀
行
は
こ
の
と
こ
ろ
、
海
外
進
出
の
面

で
次
々
に
行
動
に
出
て
い
る
。
同
行
は
１
月
１
７

日
、
パ
リ
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
、
ミ
ラ
ノ
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
欧
州
支
店
５
社
が

同
日
か
ら
正
式
に
営
業
を
行
う
と
発
表
。

工
商
銀
行
の
ほ
か
、
中
国
銀
行
の
海
外
支
店
も

近
い
内
に
正
式
に
営
業
し
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
支
店

や
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
支
店
、
ハ
ン
ブ
ル

グ
支
店
な
ど
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
た
。
同
行
の

肖
鋼
董
事
長
は
、
銀
行
業
界
の
海
外
進
出
は
す
で

に
な
す
べ
き
流
れ
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

◆
国
際
化
は
大
局
の
赴
く
と
こ
ろ

中
国
銀
行
の
李
礼
輝
行
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

「
金
融
危
機
発
生
後
、
中
国
企
業
の
海
外
進
出
は

明
ら
か
に
速
く
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で

あ
れ
、
北
ア
メ
リ
カ
や
オ
セ
ア
ニ
ア
で
あ
れ
、
い

ず
れ
も
拡
張
を
続
け
る
中
国
企
業
が
い
る
。
総
体

的
に
見
れ
ば
、
中
国
の
銀
行
は
海
外
進
出
の
過
程

で
、
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
の
た
め
に
有
力
な
金

融
支
援
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
銀
行
業
務
の
実
質

的
な
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
ど
、
銀
行
と
企
業

共
同
の
利
益
が
実
現
さ
れ
た
」

肖
董
事
長
に
よ
る
と
、
中
国
銀
行
業
界
の
海
外

資
産
は
８
５
年
に
は
９
０
億
ド
ル
余
り
に
過
ぎ
な

か
っ
た
が
、
０
９
年
に
２
７
０
０
億
ド
ル
に
達
し

た
。
同
年
末
現
在
、
中
国
銀
行
業
界
の
海
外
機
関

は
１
２
０
０
カ
所
を
超
え
、
業
務
は
３
２
カ
国
・

地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

中
国
社
会
科
学
院
金
融
所
金
融
市
場
室
の
曹

紅
輝
主
任
に
よ
る
と
、
中
国
経
済
の
構
造
転
換
に

は
、
内
需
の
拡
大
と
外
部
の
戦
略
的
分
野
の
開

拓
、
対
外
直
接
投
資
の
増
加
を
有
機
的
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

加
え
、
人
民
元
が
徐
々
に
国
際
化
す
る
こ
と
が
、

中
国
銀
行
業
界
の
海
外
進
出
に
と
っ
て
推
進
力
と

な
る
。

曹
主
任
は
、
ポ
ス
ト
危
機
の
時
代
は
中
国
の
銀

行
業
界
が
海
外
進
出
す
る
好
機
だ
と
話
す
。
金
融

機
関
は
国
際
金
融
危
機
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
た
め
、
立
ち
直
る
に
は
一
定
の
時
間
が
必
要

だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
低
迷
す
る
中
、
新
興
市

場
の
経
済
体
は
世
界
経
済
の
回
復
を
引
っ
張
る
重

要
な
力
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
曹
主
任
は
、
条
件

の
整
っ
た
商
業
銀
行
は
海
外
進
出
の
歩
み
を
速
め

て
、
国
際
競
争
の
中
で
競
争
能
力
を
高
め
る
こ
と

が
必
要
だ
と
強
調
す
る
。

中
国
の
銀
行
は
、
海
外
で
の
拡
張
に
当
た
り
一

般
に
２
つ
の
戦
略
を
採
用
。
第
１
は
、
支
店
を
設

立
す
る
か
、
支
店
を
子
会
社
に
す
る
な
ど
、
従
来

の
営
業
網
を
拡
充
す
る
。
第
２
は
、
海
外
の
銀
行

を
買
収
・
合
併
す
る
。

外
国
の
銀
行
に
比
べ
、
中
国
銀
行
業
界
の
国

際
化
の
程
度
は
明
ら
か
に
低
く
、
海
外
業
務
の
収

入
の
比
率
も
高
く
は
な
い
。
中
国
五
大
銀
行
の
海

外
業
務
収
入
の
比
率
は
平
均
し
て
わ
ず
か
６
％
前

後
、
欧
米
は
３
５
％
を
超
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
中
国
の
一
部
銀
行
は
早
急
に
経

営
規
模
を
拡
大
す
る
た
め
、
買
収
・
合
併
に
ま
す

ま
す
力
を
注
い
で
い
る
。
工
商
銀
行
の
対
外
開
拓

は
、
東
亜
や
南
ア
フ
リ
カ
の
一
部
銀
行
の
少
量
の

株
式
を
購
入
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
だ
が
、

世
界
の
貿
易
・
金
融
市
場
で
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
米
国
が
極
め
て
重
要
な
市
場

と
な
る
。
工
商
銀
行
に
よ
る
東
亜
銀
行
米
国
子
会

社
の
株
式
購
入
は
、
米
国
の
金
融
市

場
参
入
へ
の
１
つ
の
突
破
口
と
見
な

し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

銀
行
の
海
外
進
出
を
、
監
視
・
管

理
当
局
は
支
持
す
る
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。
新
華
社
に
よ
る
と
、
中
国
銀

行
業
監
督
管
理
委
員
会
（
銀
監
委
）

の
王
兆
星
副
主
席
は
こ
の
ほ
ど
、
国

際
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
加
速
す
る
た

め
、
中
国
の
銀
行
は
支
店
の
新
規
設

置
を
主
体
と
す
る
国
際
化
の
方
法

に
、
買
収
・
合
併
を
加
え
る
べ
き
だ

と
の
考
え
を
示
し
た
。
銀
監
委
は
今

後
、
互
恵
と
対
等
の
原
則
を
踏
ま
え

て
、
外
国
の
銀
行
機
構
に
対
し
開
放

す
る
と
同
時
に
、
中
国
の
銀
行
の
海

外
市
場
で
の
発
展
を
推
進
し
て
い
く

方
針
だ
。

◆
海
外
進
出
は
容
易
で
は
な
い

「
中
国
の
銀
行
の
海
外
進
出
は
必

然
的
な
流
れ
だ
が
、
困
難
と
障
害
を

軽
く
見
て
は
な
ら
な
い
」
。
興
業
銀

行
資
金
運
営
セ
ン
タ
ー
・
チ
ー
フ
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
魯
政
委
氏
は
こ
う
指

摘
す
る
。

魯
氏
に
よ
れ
ば
、
障
害
は
内
部
ば

か
り
で
な
く
、
外
部
か
ら
も
来
る
。
内
部
に
つ
い

て
言
え
ば
、
カ
ギ
と
な
る
問
題
は
相
応
す
る
専
門

の
人
材
不
足
、
と
く
に
国
外
の
金
融
文
化
と
法
律

に
精
通
し
た
人
材
が
少
な
い
こ
と
。
次
に
、
ま
だ

利
益
モ
デ
ル
を
見
い
だ
せ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
中

国
銀
行
を
例
に
す
る
と
、
同
行
の
海
外
支
店
で
利

益
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
少
な
い
。

外
部
に
つ
い
て
言
え
ば
、
海
外
金
融
機
構
の
監
督

管
理
の
環
境
が
、
国
内
に
比
べ
よ
り
厳
格
で
あ

り
、
保
護
主
義
と
い
う
要
素
も
中
国
の
銀
行
の
海

外
進
出
戦
略
を
制
約
し
て
い
る
。

建
設
銀
行
投
資
資
産
運
用
部
門
の
毛
裕
民
主

任
は
、
銀
行
業
界
の
海
外
進
出
は
非
常
に
難
し
い

と
強
調
す
る
。
同
行
は
９
３
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
駐
在
事
務
所
を
開
設
、
同
年
に
米
連
邦
準
備
理

事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
に
支
店
設
立
申
請
を
提
出
し
た

が
、
０
９
年
５
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
認
可
が
下

り
た
。

李
行
長
は
「
中
国
の
商
業
銀
行
に
と
っ
て
海

外
業
務
は
依
然
、
制
限
が
非
常
に
多
い
。
海
外
で

の
店
舗
設
置
で
は
主
に
香
港
や
澳
門
、
ま
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た
文
化
的
背
景
が
中
国
と
比
較

的
近
い
一
部
の
地
域
に
集
中
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
と
い
っ
た
国
際
金
融
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
機
構
は
非
常
に
小
さ
い
。
こ
う
し
た

海
外
機
構
は
業
務
範
囲
が
狭
く
、
営
業
規
模
も
小

さ
く
、
顧
客
層
も
非
常
に
少
な
く
、
現
地
で
の
市

場
へ
の
影
響
力
も
非
常
に
小
さ
い
」
と
話
す
。

さ
ら
に
李
行
長
は
「
よ
り
多
く
の
中
国
の
銀

行
に
と
っ
て
今
、
最
も
重
要
な
の
は
、
海
外
進
出

を
急
ぐ
こ
と
で
は
な
く
、
条
件
の
整
備
を
積
極
的

に
進
め
、
国
際
的
な
金
融
の
人
材
を
育
て
、
総
合

管
理
能
力
を
高
め
る
こ
と
だ
。
こ
う
し
て
こ
そ
、

海
外
進
出
の
必
要
性
に
適
応
で
き
る
」
と
強
調
す

る
。

中国銀行のニュー

ヨーク支店。同行は

人民元業務をすでに

開始、個人・法人は

人民元の売買ができ

るようになった　

（呉凱翔撮影）
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合
弁
証
券
業
容
拡
大

　

証
券
業
界
が
対
外
開
放
加
速

合
弁
証
券
業
容
拡
大

　

証
券
業
界
が
対
外
開
放
加
速

―
将
来
の
合
弁
、
外
国
資
本
、
中
国
資
本
の
証
券
会
社
が
中
国
の
金
融

市
場
と
い
う
同
舞
台
で
競
争
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
誌
記
者　

蘭
辛
珍
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経済経済

中
国
の
合
弁
の
証
券
会
社
に
新
た
に
２
社
が
加

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
摩
根
大
通
（
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ

ン
・
チ
ェ
ー
ス
）
は
現
在
、
第
一
創
業
証
券
有
限
公

司
と
「
第
一
創
業
摩
根
大
通
証
券
有
限
責
任
公
司
」

を
合
弁
設
立
す
る
た
め
の
具
体
的
作
業
を
進
め
て
い

る
。
摩
根
士
丹
利
（
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
）
も

華
鑫
証
券
と
の
「
摩
根
士
丹
利
華
鑫
証
券
有
限
責
任

公
司
」
合
弁
設
立
に
向
け
て
具
体
的
準
備
作
業
に
取

り
掛
か
っ
た
。
こ
の
合
弁
会
社
２
社
は
昨
年
１
２
月

３
１
日
に
中
国
証
券
監
督
管
理
委
員
会
（
証
監
委
）

の
認
可
を
取
得
。
今
年
第
２
四
半
期
に
正
式
に
営
業

を
開
始
す
る
。
第
一
創
業
摩
根
大
通
証
券
有
限
責
任

公
司
は
本
店
を
北
京
、
摩
根
士
丹
利
華
鑫
証
券
有
限

責
任
公
司
は
上
海
に
置
く
。
２
社
と
も
に
外
資
の
持

ち
株
比
率
は
上
限
の
最
高
で
あ
る
３
３
％
。

さ
ら
に
昨
年
の
１
１
月
、
ロ
イ
ヤ
ル
バ
ン
ク
・
オ

ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
Ｒ
Ｂ
Ｓ
）
が
国
聯
証
券
と

合
弁
で
証
券
会
社
を
設
立
。
証
監
委
に
よ
る
こ
の
３

カ
月
間
の
認
可
は
３
社
を
数
え
、
０
１
年
に
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
加
盟
し
証
券
市
場
を
開
放
し

て
以
来
、
合
弁
の
証
券
会
社
は
１
０
社
に
達
し
た
。

上
記
３
社
の
ほ
か
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
中
原

証
券
、
マ
ッ
コ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
恒
泰
証
券
な

ど
の
合
弁
計
画
も
進
行
中
。
ま
た
香
港
上
海
や
恒

生
、
東
亜
な
ど
の
外
資
銀
行
も
中
国
で
協
力
パ
ー

ト
ナ
ー
を
探
し
て
合
弁
証
券
会
社
を
設
立
す
る
考

え
を
表
明
し
て
い
る
。
中
国
で
の
合
弁
設
立
は
速

ま
り
つ
つ
あ
る
。

外
資
の
証
券
会
社
が
中
国
進
出
を
加
速
し
た
の

は
、
中
国
の
証
券
市
場
の
高
成
長
を
考
慮
し
て
の
こ

と
だ
。
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
１
０
年
に
Ａ
株
を
発
行
し
て
上

場
し
た
企
業
は
３
４
９
社
に
の
ぼ
り
、
世
界
の
Ｉ

Ｐ
Ｏ
市
場
を
先
導
す
る
な
ど
、
調
達
資
金
総
額
は

４
７
８
３
億
元
と
、
過
去
最
高
を
更
新
し
て
世
界
第

１
位
だ
。
中
国
は
す
で
に
世
界
で
最
も
重
要
な
融
資

市
場
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
。

外
資
と
の
合
作
が
、
中
国
の
中
小
証
券
会
社
の

夢
。
中
国
で
は
証
券
会
社
は
１
０
０
社
を
超
え
る
。

証
監
委
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
０
９
年
、
華
鑫
証
券

は
引
受
金
７
５
億
元
で
全
証
券
会
社
の
中
で
第
３
０

位
、
第
一
創
業
証
券
は
同
６
７
億
５
０
０
０
万
元
で

第
３
３
位
。
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
と
Ｊ
Ｐ
モ
ル

ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
の
支
援
を
受
け
、
両
社
の
業
務
は

高
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。
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曲
折
を
へ
た
後
の
開
放

中
国
の
証
券
市
場
は
９
０
年
に
開
設
さ
れ
、
ま

だ
２
０
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
９
５
年
設
立
の
中

国
国
際
金
融
有
限
公
司
は
中
国
初
め
て
の
合
弁
の
証

券
会
社
。
外
資
は
米
国
の
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー

や
香
港
の
名
力
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、
同
社
は
国
内
上

場
企
業
の
株
式
引
受
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。

だ
が
、
中
国
証
券
市
場
の
外
資
へ
の
開
放
は

０
１
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
こ
と
で
、
こ
の
新
タ

イ
プ
の
市
場
を
保
護
す
る
た
め
、
外
資
に
対
し
て
は

協
力
の
形
で
中
国
証
券
市
場
に
進
出
す
る
こ
と
し
か

許
可
せ
ず
、
ま
た
「
外
資
の
出
資
に
よ
る
証
券
会
社

設
立
に
関
す
る
規
則
」
を
制
定
し
、
外
資
の
持
ち
株

は
３
３
％
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
た
。
合

弁
会
社
は
国
内
企
業
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
と
外
国
株
の
取
次
業

務
は
扱
え
る
が
、
国
内
Ａ
株
の
取
次
業
務
と
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
商
品
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
政
策
は
０
２
年
７
月
か
ら
実
施
。
同
年

１
２
月
１
９
日
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
初
の
合
弁
証
券
会

社
、
華
欧
国
際
証
券
有
限
責
任
公
司
の
設
立
が
証
監

委
か
ら
正
式
に
認
可
さ
れ
た
。
同
社
は
湘
財
証
券
と

フ
ラ
ン
ス
の
カ
リ
ヨ
ン
証
券
（
Ｃ
Ｌ
Ｓ
Ａ
）
と
の
合

弁
で
、
登
録
地
は
上
海
、
出
資
比
率
は
湘
財
証
券
が

６
７
％
、
カ
リ
ヨ
ン
証
券
が
３
３
％
。

華
欧
国
際
設
立
後
、
長
江
巴
黎
百
富
勤
、
海
際

大
和
な
ど
合
弁
の
設
立
が
相
次
い
だ
。

こ
の
間
、
国
内
証
券
会
社
も
数
多
く
設
立
さ
れ

た
。
一
部
の
企
業
で
顧
客
の
取
引
決
済
資
金
や
証
券

を
勝
手
に
流
用
し
た
り
、
違
法
な
資
産
運
用
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
頻
発
し
、
投
資
家
と
市
場

に
極
め
て
大
き
な
リ
ス
ク
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
証
監
委
は
、
０
４
年
か
ら
証
券
会
社
に
対
す
る

全
面
的
な
指
導
作
業
に
着
手
、
合
弁
証
券
会
社
の
審

査
・
認
可
も
暫
定
停
止
と
な
っ
た
。

０
７
年
８
月
に
作
業
は
終
了
。
同
年
５
月
に
行

わ
れ
た
中
米
の
第
２
回
戦
略
・
経
済
対
話
の
期
間

中
、
中
国
政
府
は
外
資
証
券
会
社
の
中
国
市
場
へ
の

参
入
禁
止
令
を
下
半
期
に
取
消
す
と
と
も
に
、
合
弁

を
含
む
証
券
会
社
の
営
業
許
可
証
を
再
発
行
す
る
こ

と
に
同
意
。
さ
ら
に
、
第
３
回
戦
略
・
経
済
対
話
の

開
催
前
に
、
外
資
が
取
次
業
務
や
自
営
業
務
、
フ
ァ

ン
ド
管
理
な
ど
、
中
国
で
の
業
務
分
野
を
さ
ら
に
拡

大
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。

０
７
年
１
２
月
末
、
第
３
回
戦
略
・
経
済
対
話

の
成
果
の
１
つ
と
し
て
、
証
監
委
は
修
正
し
た
「
外

資
の
出
資
に
よ
る
証
券
会
社
設
立
に
関
す
る
規
則
」

と
新
た
に
制
定
し
た
「
証
券
会
社
の
子
会
社
設
立
に

関
す
る
試
行
規
定
」
を
公
布
す
る
と
と
も
に
、
０
８

年
１
月
１
日
か
ら
正
式
に
施
行
し
、
合
弁
証
券
会
社

の
審
査
・
認
可
も
再
び
開
始
し
た
。
だ
が
ス
ピ
ー
ド

は
遅
く
、
３
年
間
に
認
可
さ
れ
た
の
は
、
瑞
信
方
正

と
中
徳
証
券
の
２
社
の
み
。

海
通
証
券
研
究
所
の
陳
崢
嶸
・
研
究
員
は
「
中

国
の
証
券
市
場
の
国
際
化
は
積
極
的
か
つ
安
定
し
て

進
ん
で
お
り
、
対
外
開
放
度
も
徐
々
に
拡
大
し
て
い

る
。
当
面
の
状
況
か
ら
見
る
と
、
市
場
の
国
際
化
は

す
で
に
中
国
の
証
券
市
場
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
」
と
指
摘
。

「
だ
が
、
証
券
業
界
の
対
外
開
放
は
、
秩
序
よ

く
漸
進
す
る
原
則
に
従
う
べ
き
だ
」
。
陳
研
究
員
は

「
中
国
の
証
券
市
場
は
ま
だ
初
期
の
成
熟
段
階
に
あ

る
。
国
際
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
国
内
市
場
の
発
展
と
整

備
を
促
し
、
ま
た
国
内
金
融
の
安
全
と
安
定
を
維
持

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
す
る
。

将
来
、
競
争
は
拡
大
へ

開
放
さ
れ
て
間
も
な
い
せ
い
か
、
中
国
の
合
弁

証
券
会
社
の
発
展
は
極
め
て
不
安
定
だ
。
１
０
年
の

Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
引
受
状
況
か
ら
見
て
も
、
合
弁
は
国
内
企

業
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
で
い
る
。

昨
年
、
３
４
９
社
の
企
業
が
実
施
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｏ

で
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
情
報
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
証
券
会

社
５
８
社
が
取
得
し
た
引
受
保
証
料
は
１
７
０
億

元
。
う
ち
、
合
弁
６
社
が
引
受
け
た
Ｉ
Ｐ
Ｏ
は
わ
ず

か
２
０
社
で
、
保
証
料
は
１
３
億
９
３
０
０
万
元
、

全
体
の
８
•
１
％
に
す
ぎ
な
い
。
合
弁
は
中
金
公
司

を
除
き
、
い
ず
れ
も
中
国
証
券
ベ
ス
ト
１
０
社
に
も

入
っ
て
い
な
い
。

昨
年
、
国
内
で
は
証
券
会
社
が
次
々
と
台
頭
。

ベ
ス
ト
９
社
が
引
受
け
た
Ｉ
Ｐ
Ｏ
は
計
１
８
１
社
に

の
ぼ
り
、
引
受
率
は
５
０
％
超
、
保
証
料
の
割
合
は

５
４
％
を
占
め
た
。

市
場
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、
合
弁
証
券
グ
ル
ー
プ
低

迷
の
主
因
は
内
部
の
建
て
直
し
が
不
明
瞭
で
あ
り
、

合
弁
双
方
の
管
理
に
関
す
る
意
見
の
相
違
も
比
較
的

多
く
、
し
か
も
設
立
間
も
な
い
こ
と
か
ら
優
位
に
立

て
な
い
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
。
ま
た
、
業
務
範
囲
が

単
一
な
た
め
、
投
資
銀
行
業
務
の
開
拓
が
制
限
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

 

だ
が
、
こ
れ
は
合
弁
証
券
会
社
の
競
争
力
が
脆

弱
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
過
去

を
振
り
返
れ
ば
、
合
弁
投
資
銀
行
の
展
望
は
無
限

だ
っ
た
。
中
国
の
株
式
相
場
が
急
騰
し
た
０
７
年
、

中
金
公
司
や
瑞
銀
証
券
、
高
盛
高
華
は
そ
れ
ぞ
れ
引

受
保
証
料
で
第
１
、
第
３
、
第
６
位
を
占
め
て
い

る
。
い
ず
れ
も
中
国
石
油
や
中
国
太
保
、
中
国
中
鉄

な
ど
大
型
国
有
企
業
の
株
式
初
発
行
に
参
与
。
中
金

公
司
は
０
９
年
も
第
１
位
を
保
持
し
た
。

現
在
、
外
資
の
金
融
機
構
の
大
半
が
、
合
弁
の

証
券
会
社
を
中
国
証
券
市
場
に
進
出
す
る
た
め
の
窓

口
と
見
な
し
て
い
る
。
発
展
の
初
期
に
は
相
互
理
解

と
経
験
蓄
積
が
主
体
と
な
る
が
、
将
来
の
国
際
市
場

は
熾
烈
な
戦
場
と
な
る
だ
ろ
う
。
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社会 社会

『
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

は
先
ご
ろ
、
「
な
ぜ
中
国
人
の
母
親
は
優
れ
て

い
る
の
か
」
と
題
し
た
記
事
の
中
で
、
中
国
系

で
エ
ー
ル
大
学
法
学
部
教
授
の
エ
イ
ミ
ー
・

チ
ュ
ア
氏
が
１
月
に
出
版
し
た
新
著
『
戦
う
タ

イ
ガ
ー
マ
ザ
ー
へ
の
賛
歌
』
の
一
部
を
掲
載
し

た
。
「
放
任
」
教
育
に
賛
成
す
る
多
く
の
西
洋

人
に
と
っ
て
そ
の
内
容
は
「
道
理
に
あ
わ
な
い

こ
と
こ
の
上
な
い
」
も
の
で
あ
り
、
た
ち
ま
ち

ネ
ッ
ト
上
で
４
０
０
０
件
余
り
の
読
者
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
、
東
西
の
育
児
方
法
に
つ
い
て

の
激
し
い
議
論
が
起
こ
っ
た
。

「
子
供
に
と
っ
て
何
が
最
も
よ
い
こ
と
な
の

か
？
」
は
、
親
に
と
っ
て
永
遠
の
話
題
で
あ
る
。

東
西
の
教
育
方
法
を
め
ぐ
る
大
論
争
も
北
米
か
ら

世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

あ
る
読
者
は
エ
イ
ミ
ー
・
チ
ュ
ア
氏
の
や
り

方
は
児
童
虐
待
で
、
ア
ジ
ア
人
に
「
創
造
力
が
な

い
」
の
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
育
児
方
法
の
結
果
だ

と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
イ
ミ
ー
・
チ
ュ

ア
氏
が
著
書
で
東
洋
の
厳
格
な
教
育
を
肯
定
し
西

洋
の
「
放
任
」
教
育
を
け
な
し
た
こ
と
が
、
多
く

の
人
の
反
発
を
引
き
起
こ
し
た
。
米
国
の
多
く
の

親
た
ち
が
公
の
場
で
「
こ
れ
は
挑
発
だ
」
と
述
べ

て
い
る
。

し
か
し
米
国
の
親
の
中
に
も
、
西
洋
人
は
こ
う

し
た
厳
格
な
管
理
教
育
方
法
を
参
考
に
す
る
べ
き

で
、
子
女
の
教
育
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
し
す
ぎ
て

は
い
け
な
い
と
考
え
、
自
分
も
「
タ
イ
ガ
ー
フ
ァ

ザ
ー
・
タ
イ
ガ
ー
マ
ザ
ー
」
だ
と
明
か
す
人
は
多

い
。で

は
、
厳
格
と
放
任
の
ど
ち
ら
が
よ
り
優
秀
な

子
供
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
本
当
に
東

洋
の
教
育
方
法
は
ア
ジ
ア
の
子
供
た
ち
に
創
造
力

が
欠
け
て
い
る
主
要
原
因
な
の
だ
ろ
う
か
？
西
洋

の
「
放
任
」
は
本
当
に
理
想
化
さ
れ
す
ぎ
て
い
る

の
か
？
結
局
の
と
こ
ろ
ど
ち
ら
の
教
育
方
法
の
ほ

う
が
優
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

米
国
式
教
育
は
、
小
学
は
楽
、
中
高
は

大
変
、
大
学
は
さ
ら
に
大
変

潘
忠
礼
（
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立

大
学
教
授
）

米
国
全
体
の
教
育
体
系
に
つ
い
て
言
う
と
、

小
学
校
は
楽
だ
が
、
中
高
は
大
変
、
大
学
は
さ
ら

に
大
変
に
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
体
系

だ
と
、
子
供
は
年
齢
が
小
さ
い
時
に
子
供
ら
し
い

天
真
爛
漫
な
時
間
を
十
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。
中
学
生
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
は
事
物
に
対

し
す
で
に
一
定
の
認
識
が
で
き
、
同
時
に
身
体
的

に
も
精
神
的
に
も
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
責
任

を
受
け
止
め
る
力
が
備
わ
る
よ
う
に
な
り
、
勉
強

の
負
担
も
そ
れ
に
伴
っ
て
増
し
て
い
く
。
こ
の
よ

う
な
体
系
は
子
供
の
心
理
的
特
徴
や
生
理
的
特
徴

に
合
致
し
て
い
る
と
同
時
に
、
あ
ま
り
に
早
い
時

期
か
ら
重
い
負
担
を
背
負
っ
た
た
め
勉
強
に
飽
き

て
し
ま
う
こ
と
も
避
け
ら
れ
る
。

米
国
式
教
育
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
表
彰
と

激
励
を
通
じ
て
子
供
が
自
分
に
対
し
て
十
分
な
自

信
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
教
育
方
法
は
子
供
の
潜
在
能
力
の

発
揮
、
学
習
意
欲
の
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。
米
国
ウ
ォ
ー

ル
街
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
米
国
の
世
界
ト
ッ

プ
５
０
０
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
、
求
人
の
際
、
求

人
す
る
仕
事
の
内
容
と
学
生
の
専
門
が
合
っ
て
い

る
状
況
で
あ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
よ
り
重
視
す
る
と
い
う
。

米
国
の
教
育
は
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
教

師
が
書
物
上
の
理
論
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
生

徒
（
学
生
）
の
理
論
と
実
際
と
を
結
び
つ
け
る
力

と
創
造
的
思
考
を
非
常
に
重
視
す
る
。
た
と
え
ば

物
理
の
授
業
で
放
物
線
運
動
に
つ
い
て
教
え
る
場

合
、
教
師
は
生
徒
に
自
分
で
放
物
装
置
を
作
る
こ

と
を
要
求
し
、
生
徒
は
自
分
の
想
象
力
を
存
分
に

発
揮
し
て
設
計
や
製
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
す
れ
ば
、
生
徒
の
思
考
と
創
造
力
を
鍛
え
ら

れ
る
上
に
、
実
行
力
も
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

米
国
の
社
会
は
子
供
が
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
多
く

の
機
会
を
提
供
し
、
将
来
の
職
業
を
理
解
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
年
に
一
度
、
親
は

子
供
を
自
分
の
勤
務
先
見
学
に
連
れ
て
行
き
、
親

や
そ
の
同
僚
の
仕
事
を
子
供
に
体
験
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
米
国
の
有
名
大
学
の
多
く
に
は
毎
年

１
～
２
日
の
開
放
日
が
あ
り
、
子
供
た
ち
は
年
齢

を
問
わ
ず
誰
で
も
大
学
を
見
学
し
て
、
科
学
技
術

の
研
究
開
発
、
進
展
、
就
職
の
見
通
し
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
米
国
の
学
校
に
は
、
中
学

校
か
ら
生
徒
に
将
来
の
就
職
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
大
学
は
学
生
を
採

用
す
る
際
、
成
績
の
ほ
か
に
も
課
外
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
組
織
・
指
導
能
力
な
ど
を
十
分

に
考
慮
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
育
成
さ
れ
た
学

生
は
、
勉
強
だ
け
で
な
く
各
方
面
で
高
い
資
質
を

持
っ
た
総
合
的
な
人
材
な
の
で
あ
る
。

「
タ
イ
ガ
ー
マ
ザ
ー
」
を
モ
ン
ス

タ
ー
視
し
て
は
な
ら
な
い

範
先
佐
（
華
中
師
範
大
学
教
育
学
院
教
授
）

「
タ
イ
ガ
ー
マ
ザ
ー
」
は
子
供
に
つ
ら
い
思
い

を
さ
せ
、
厳
格
に
要
求
し
、
自
分
を
律
す
る
こ
と

を
教
え
、
将
来
の
人
生
に
対
し
て
責
任
を
持
て
る

よ
う
に
す
る
。
最
終
的
に
利
益
を
受
け
る
の
は
子

供
と
社
会
で
あ
る
べ
き
だ
。

世
の
中
の
す
べ
て
の
知
識
、
能
力
、
品
性
は

苦
し
い
試
練
を
経
て
初
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
、

怠
け
者
や
意
志
の
弱
い
者
、
機
を
見
て
甘
い
汁
を

吸
う
者
、
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
に
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
人
は
卓
越
と
は
無
縁
だ
。
子
供
は
成
長
の
過

程
で
誉
め
て
も
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、

挫
折
や
失
敗
も
経
験
し
、
自
分
で
苦
労
し
奮
闘
す

る
こ
と
で
強
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
人
の
人
間
の
心
と
知
恵
の
成
長
に

と
っ
て
、
こ
れ
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

の
意
味
で
は
、
タ
イ
ガ
ー
マ
ザ
ー
の
教
育
方
法
に

全
く
い
い
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。厳

格
で
あ
る
こ
と
自
体
は
人
格
教
育
で
も
あ

る
。
子
供
が
い
い
こ
と
を
覚
え
る
の
は
難
し
い

が
、
悪
い
こ
と
を
覚
え
る
の
は
簡
単
だ
。
子
供
に

対
す
る
高
い
基
準
や
厳
格
な
要
求
が
な
く
、
寛
容

す
ぎ
、
ひ
い
て
は
放
任
し
て
好
き
勝
手
に
さ
せ

て
お
け
ば
、
子
供
が
才
能
あ
る
人
に
な
る
の
は

難
し
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
世
の
中
に
自
分
の

子
供
を
愛
さ
な
い
親
は
い
な
い
。
子
供
か
ら
の
意

見
や
要
求
に
対
し
て
、
親
は
よ
く
耳
を
傾
け
、
正

当
な
も
の
で
あ
れ
ば
適
切
に
そ
れ
に
応
え
、
理
に

か
な
っ
て
い
な
い
と
思
え
ば
、
同
意
し
な
い
理
由

を
子
供
に
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
供
に
対
し

て
き
っ
ぱ
り
と
ダ
メ
だ
と
言
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。成

長
す
る
過
程
で
、
子
供
に
は
親
の
助
け
と
厳

格
な
要
求
が
必
要
だ
。
こ
れ
は
親
が
果
た
す
べ
き

義
務
で
も
あ
る
が
、
何
で
も
代
わ
り
に
や
っ
て
し

ま
う
と
い
う
の
も
い
け
な
い
。
代
わ
り
に
や
っ
て

し
ま
う
と
、
子
供
に
大
人
へ
の
依
存
が
生
ま
れ
、

「タイガーマザー」論争

どんな母親が優れているのか？

よその家に泊まってはいけない、友達と遊ぶ約束をしてはい

けない、学校の劇に参加してはいけない、テレビを見たりゲー

ム機で遊んだりしてはいけない、学校のクラブ活動を自分で選

んではいけない、成績はＡ以外ダメ、ピアノかバイオリンを習

わないといけない……

毎年夏になると全国でア

マチュア向けの音楽等級

試験が行われる。寧夏銀

川市では２００６年、

１５年前の２０倍となる

６０００人余りが試験を

受けた。写真は試験前も電

子ピアノの練習に励む子供

たち　（王思維撮影）
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潘
魯
生
氏  

手
工
芸
に
よ
る

民
族
文
化
の
伝
承

潘
魯
生
氏  

手
工
芸
に
よ
る

民
族
文
化
の
伝
承

本
誌
記
者 

陳
女冉

社会話題の人

自
立
し
て
自
ら
努
力
し
向
上
す
る
意
識
が
弱
ま
っ

て
し
ま
う
。

何
で
も
代
行
し
て
は
い
け
な
い
が
、
放
任
し
て

構
わ
な
い
と
い
う
の
も
親
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
て
い
な
い
。
子
供
の
道
徳
や
品
行
の
面
で
は
、

親
自
身
が
自
分
に
対
し
て
厳
格
に
要
求
し
子
供
の

よ
き
手
本
と
な
る
一
方
で
、
向
上
心
が
な
い
、
意

志
薄
弱
、
わ
が
ま
ま
で
自
己
中
心
的
、
横
暴
や
依

存
と
い
っ
た
好
ま
し
く
な
い
傾
向
に
対
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
発
見
し
、
断
固
と
し
て
こ
れ
を

正
す
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
意
味
で
は
、
「
タ
イ
ガ
ー
マ
ザ
ー
」

の
厳
格
な
家
庭
教
育
方
法
は
子
供
の
将
来
の
発
展

に
と
っ
て
有
益
だ
。
「
タ
イ
ガ
ー
マ
ザ
ー
」
の
家

庭
教
育
方
法
を
モ
ン
ス
タ
ー
視
し
て
は
な
ら
な

い
。

親
に
は
人
生
の
道
を
選
ぶ
知
恵
が

必
要

羅
非
（
中
国
科
学
院
心
理
研
究
所
心
理

健
康
重
点
実
験
室
研
究
員
）

家
庭
の
厳
格
な
教
育
の
出
発
点
は
、
子
供
が
本

当
の
意
味
で
の
人
生
の
知
恵
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
あ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
を
目
的
と
し
て

い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
国
ご
と
や
人
ご
と
に
方
法

は
違
っ
て
も
、
ど
れ
も
情
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

こ
の
目
的
に
背
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
で
情
熱
に
あ
ふ
れ
る
方
法
も
、
厳
し
く
監
督
す

る
方
法
も
、
ど
ち
ら
も
道
理
に
か
な
っ
て
い
な

い
。し

た
が
っ
て
、
親
が
自
ら
人
生
の
道
を
選

ぶ
知
恵
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
が
親
た
る
も
の
の
第
一
の
基
本
条
件
で
あ

「
手
工
芸
農
村

―
山
東
省
農
村
文
化
産
業

調
査
研
究
成
果
展
」
が
１
月
９
～
１
８
日
、
北
京

の
中
国
美
術
館
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
宰
者
で
山
東
省
文
学
芸
術
界

聯
合
会
（
文
聯
）
主
席
・
山
東
工
芸
美
術
学
院
の

院
長
で
あ
る
潘
魯
生
教
授
が
こ
れ
ま
で
従
事
し
て

き
た
民
芸
学
研
究
と
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
基
づ
い

て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
農
村
手
工
芸
の
現
状
と
農

村
文
化
産
業
の
発
展
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
濰
坊
楊
家
埠
の
凧
や
年
画
、
荷

沢
甄
城
の
手
織
り
木
綿
、
荷
沢
巨
野
の
密
画
、
臨

沂
・
臨
沭
の
柳
細
工
な
ど
の
展
示
物
は
す
べ
て
農

民
が
手
作
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
３
０
年
の
間
に
、
潘
魯
生
氏
は
相
前
後

し
て
２
８
５
の
伝
統
的
手
工
芸
の
村
を
調
査

し
、
１
０
０
０
人
余
り
の
民
間
手
工
芸
の
職
人

を
取
材
し
、
１
２
１
の
伝
統
的
手
工
芸
を
記
録

し
、
１
０
０
０
万
字
の
文
字
資
料
を
整
理
し
、

中
国
「
手
工
芸
学
」
と
い
う
学
科
の
創
立
を
提

起
し
た
。

成
果
展
の
会
場
に
お
い
て
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
意
義
と
農
村
文
化
産
業
の
発
展
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
、
北
京
週
報
は
潘
魯
生
教
授
に
独
占
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

潘
魯
生
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
は
次
の

通
り
。―

「
手
工
芸
農
村
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
主
宰
者
と
し
て
、
こ
の
成
果
展
が
中
国

美
術
館
で
行
わ
れ
る
意
義
に
つ
い
て
、
ど

う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

「
手
工
芸
農
村
」
は
中
国
美
術
館
の
新
年
初

る
。
単
純
に
勉
強
の
成
績
だ
け
で
子

供
が
優
秀
か
ど
う
か
を
決
め
る
の

は
、
偏
っ
た
や
り
方
だ
。
優
秀
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
る
。
何
か
一
つ
優
れ
た

才
能
が
あ
る
の
も
、
個
性
と
創
造
力

に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
も
、
ど
れ
も
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
。

子
供
は
環
境
の
中
で
成
長
す
る
。

環
境
に
は
、
親
、
教
師
、
友
人
が
含

ま
れ
る
。
子
供
の
自
信
、
創
造
力
、

勉
強
に
対
す
る
興
味
は
、
環
境
の

影
響
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。
人
に
は

誰
で
も
多
か
れ
少
な
か
れ
偏
り
が
あ

る
。
最
良
の
教
育
と
は
、
偏
り
や
欠

点
を
是
正
し
、
子
供
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
成
長
し
、
本
当
の
意
味
で
の
高
い

資
質
が
備
わ
る
よ
う
に
し
て
や
る
こ

と
で
あ
る
。
子
供
の
ピ
ュ
ア
な
関
心

や
興
味
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
、
環

境
が
最
も
子
供
に
与
え
て
や
る
べ
き

サ
ポ
ー
ト
だ
。
も
し
親
が
子
供
自
身

の
興
味
を
傷
つ
け
ず
、
打
ち
砕
か

ず
、
教
師
や
友
人
が
子
供
の
興
味
を

伸
ば
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

子
供
の
興
味
は
自
然
と
深
い
観
察
へ

と
発
展
し
、
そ
こ
か
ら
知
恵
が
生
ま

れ
る
だ
ろ
う
。

教
育
に
は
こ
う
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
定
見
は
な
い
し
、

ま
た
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
子
供

に
対
し
て
、
親
は
知
恵
を
働
か

せ
、
放
任
す
べ
き
時
は
放
任
し
、

厳
し
く
す
べ
き
時
は
厳
し
く
す

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

（
ソ
ー
ス
：
『
環
球
』
誌
） 

２００９年７月１８日、浙江省

２００９年青少年音楽等級試験が

杭州で行われ、２００人以上の子

どもたちが試験を受けた。写真は

杭州浙江大風芸術学校で試験前の

練習をする子供のために楽譜を

持ってやる保護者　(施健学撮影)

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
２
年
生
ま
れ
。
山
東
省
荷
沢
曹
県

出
身
。
芸
術
学
博
士
、
教
授
。
中
国
美
術

家
協
会
理
事
、
中
国
民
間
文
芸
家
協
会
理

事
、
国
家
非
物
質
文
化
遺
産
保
護
工
作
専

門
家
委
員
会
委
員
。

中国美術館で取材を受ける

潘魯生教授（陳女冉撮影）

山東省臨沂市の王夫敬さ

ん（40）。柳の編み手芸

を披露 （石剛撮影）

の
大
規
模
展
覧
会
と
し
て
、
２
つ
の
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。
第
１
に
、
こ
の
５
年
来
の
調

査
チ
ー
ム
の
山
東
省
に
お
け
る
文
化
産
業
に
対
す

る
調
査
研
究
の
成
果
を
展
示
し
ま
す
。
第
２
に
、

社
会
各
分
野
に
山
東
省
の
農
民
の
手
工
芸
を
紹
介

し
ま
す
。
伝
統
的
手
工
芸
が
依
然
と
し
て
民
間
で

広
く
伝
わ
っ
て
お
り
、
現
代
の
生
活
で
も
な
お
重

要
で
あ
る
こ
と
を
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
で

す
。
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私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
十
分
な
調
査
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
手
工
芸

職
人
の
創
造
し
た
価
値
と
社
会
的
意
味
は
広
く
認

知
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

―
潘
教
授
は
農
民
手
工
芸
の
発
展
に

関
し
て
、
地
域
資
源
優
位
性
の
発
揮
に
よ

る
手
工
芸
支
柱
産
業
の
発
展
、
伝
統
的
手

工
芸
資
源
の
発
揮
に
よ
る
現
代
生
活
ス
タ

イ
ル
革
新
、
手
工
芸
産
業
チ
ェ
ー
ン
の
整

備
に
よ
る
手
工
芸
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
実
施

な
ど
、
８
項
目
の
提
案
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
提
案
の
出
発
点
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

提
案
は
主
に
政
府
、
学
界
、
大
学
の
３
つ
の

面
か
ら
出
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
非
物
質
文
化
遺
産

（
無
形
文
化
財
）
の
種
を
保
護
し
、
そ
れ
が
新
た

な
時
代
で
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ

も
こ
の
展
覧
会
を
催
し
た
初
志
で
す
。

そ
れ
以
外
に
、
手
工
芸
は
あ
る
程
度
の
規

模
を
も
つ
産
業
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
応
じ
て

い
く
つ
か
の
ブ
ラ
ン
ド
の
支
持
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
は
学
界
、
教
育

界
、
設
計
界
が
共
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
手
工
芸
産
業
と
農
民
の

創
造
し
た
財
産
は
さ
ら
に
大
き
な
価
値
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
は
文
化
伝
承
の
問
題
も
打
ち

出
し
ま
し
た
。
政
府
の
非
物
質
文
化
遺
産
保
護
の

下
、
文
化
産
業
が
民
族
文
化
に
溶
け
込
む
必
要
の

あ
る
時
代
に
、
手
工
芸
産
業
は
プ
ラ
ス
の
役
割

を
発
揮
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
経
済
学

者
、
社
会
学
者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
及
び
政
府
が
共
同

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
３
０
年
に
渡
っ
て
民

間
芸
術
の
研
究
を
支
え
て
き

た
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

調
査
研
究
の
中
で
も
っ
と
も

印
象
深
い
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。

以
前
、
民
間
芸
術
の
研
究
は

専
門
的
な
趣
味
で
し
た
。
民
間
の

伝
統
的
手
工
芸
は
滅
び
行
く
芸
術

で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
な
す

す
べ
も
な
い
と
い
う
感
じ
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
多
く
の
専
門

家
・
学
者
が
、
伝
統
的
手
工
芸
の

職
人
に
十
分
な
関
心
を
払
い
、
伝

統
的
手
工
芸
を
滅
び
さ
せ
な
い
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
呼
び
か
け
を
続
け
て
き

た
今
、
私
は
希
望
が
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
手
工
芸
は
す
で
に
現
代
の
生
活
と
分

か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
全
社
会
の

民
間
手
工
芸
へ
の
重
視
を
呼
び
か
け
、
農
民
手

工
芸
職
人
の
作
品
の
文
化
的
価
値
と
意
味
を
理

解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
調
査

チ
ー
ム
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
全
員
が

非
常
に
仕
事
熱
心
で
あ
り
、
大
学
教
授
か
ら
一

般
の
大
学
生
ま
で
、
調
査
研
究
の
初
期
に
は
数

１
０
人
も
参
加
し
ま
し
た
。
毎
日
農
村
へ
調
査

研
究
に
行
き
、
夜
は
農
家
に
泊
ま
り
、
条
件
が

厳
し
か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
農
村
手
工
芸
は
す
で
に
大
き
な
産
業
に

な
っ
て
お
り
、
文
化
産
業
の
重
要
な
構
成
部
分
で

す
。
私
た
ち
は
「
農
村
文
化
産
業
」
の
概
念
を
打

ち
出
し
、
手
工
芸
品
は
文
化
的
製
品
で
あ
る
が
、

ま
だ
中
国
文
化
産
業
の
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
ら

れ
て
重
視
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。
農

村
手
工
芸
の
話
に
な
る
と
、
多
く
の
人
々
が
経
済

的
効
果
に
つ
い
て
話
し
ま
す
が
、
民
間
手
工
芸
の

深
い
社
会
的
・
文
化
的
意
義
を
軽
視
し
、
手
工
芸

が
農
民
た
ち
を
安
定
さ
せ
、
小
さ
く
は
家
庭
の
む

つ
ま
じ
さ
、
大
き
く
は
５
千
年
文
化
の
伝
承
に
至

る
ま
で
非
常
に
プ
ラ
ス
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
東
省
は
農
業
が
盛
ん
な
省
で
あ
り
、
手
工

芸
産
業
従
事
者
が
１
５
０
万
人
に
な
り
、
年
収
が

１
０
０
０
億
元
に
達
し
ま
す
。
こ
れ
は
農
村
の
文

化
建
設
と
社
会
の
安
全
・
安
定
、
ひ
い
て
は
文

化
の
建
設
・
発
展
を
支
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。

―
潘
教
授
は
２
０
０
４
年
に
「
手
工

芸
学
」
と
い
う
学
科
の
創
立
を
打
ち
出
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ど
ん
な
意
義
を
持
っ

て
い
ま
す
か
。

「
手
工
芸
学
」
を
打
ち
出
し
た
の
は
主
に

理
論
の
面
で
こ
の
学
科
の
研
究
と
確
立
を
加
速

し
、
そ
れ
を
中
国
特
有
の
学
科
シ
ス
テ
ム
に
す

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
手
工
芸
は

中
国
の
伝
統
的
文
化
に
お
い
て
軽
視
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
「
手
工
芸
学
」
確
立
の
提
起
は
非
常

に
重
要
で
す
が
、
こ
れ
を
完
全
な
も
の
に
す
る

に
は
、
ま
だ
非
常
に
長
い
道
を
歩
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

手
工
芸
は
社
会
や
文
化
の
継
続
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
「
手
工
芸
学
」
の
創
立
は
民

族
の
創
造
力
の
源
を
認
識
す
る
こ
と
に
プ
ラ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
手
工
芸
学
」
の
研
究
は
技
術
・
形
態
の

研
究
に
重
点
を
置
き
、
職
人
と
手
工
芸
の
文
化

的
価
値
を
研
究
し
ま
す
。
現
在
、
中
国
の
文
化

芸
術
は
と
て
も
繁
栄
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
産
業
だ
け
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
文
化
の
深
層
に
着
目
し
、
経
済
の
高

速
成
長
の
時
期
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
健
全

な
農
村
文
化
を
育
成
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

文
化
的
精
神
・
形
態
・
方
法
を
有
効
に
探
り
出

し
、
現
代
社
会
の
発
展
に
適
応
す
る
の
か
、
こ

れ
は
非
常
に
大
き
な
課
題
で
す
。

―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
中
で
、
潘

教
授
は
外
国
の
研
究
方
法
を
参
考
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
現
代
社
会
に
ど
ん
な
示
唆
を
与
え
て
い

ま
す
か
。

こ
れ
ら
の
手
工
芸
は
海
外
の
先
進
国
で
は
非

常
に
希
少
な
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
文
化
遺
産

の
保
護
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
の
農
村
、

特
に
私
た
ち
の
調
査
研
究
し
た
臨
沂
、
荷
沢
、

濰
坊
に
お
け
る
手
工
芸
の
村
で
は
、
豊
か
な
民

衆
的
基
礎
と
産
業
的
基
礎
が
す
で
に
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
石
器
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
原

始
社
会
の
彩
陶
や
黒
色
陶
器
、
織
り
も
の
な
ど

５
千
年
に
わ
た
る
手
工
芸
文
明
は
途
絶
え
る
こ

と
な
く
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
の
だ
と
言
え

ま
す
。

中
国
は
絵
画
や
書
道
、
漢
字
な
ど
、
非
常

に
輝
か
し
い
文
人
文
化
、
宗
教
文
化
、
伝
統

文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
も
の
を
伝
承
す
る
基
本
的
な
方
法
は
手
工

芸
で
あ
り
、
木
版
画
や
活
版
印
刷
や
陶
磁
器

な
ど
も
す
べ
て
手
作
業
で
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
中
国
の
文
明
的
な
成
果
は
す
べ
て
手
工

芸
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
も
の
で
あ

る
と
言
え
、
そ
の
手
工
芸
を
押
し
広
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

手
工
芸
は
中
華
民
族
の
創
造
力
の
非
常
に

重
要
な
源
で
す
。
も
し
こ
れ
を
徹
底
的
に
研
究

し
、
一
般
大
衆
の
間
に
普
及
さ
せ
、
小
中
学

生
に
手
工
芸
を
習
わ
せ
、
大
学
生
が
こ
れ
を

好
き
に
な
り
、
後
代
の
人
々
が
こ
れ
を
伝
承
し

て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
意
義
は
「
手
工

芸
学
」
確
立
自
体
の
意
義
を
遥
か
に
超
え
る
で

し
ょ
う
。

山東省甄城の民間に

伝わる手織り綿布　

（石剛撮影）

山
東
省
曹
県
の
蔡
益
勝
さ
ん
製
作
の
桐
の
木
版
画
を

見
る
人
た
ち 

（
石
剛
撮
影
）

話題の人話題の人
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文化の「空白」現象を考える

古
い
町
並
み
の
改
造
は
多
く
の
都
市
を
同
じ
よ

う
に
し
、
ま
す
ま
す
多
く
の
都
市
が
独
特
の
趣
を

な
く
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
近
代
的
な

息
吹
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
い
村
が
姿

を
消
し
、
民
間
芸
人
が
少
な
く
な
り
、
民
間
文
化

が
伝
わ
ら
な
く
な
り
、
次
第
に
、
文
化
を
伝
承
す

る
物
質
的
な
媒
体
は
人
び
と
の
目
か
ら
消
え
去
る

だ
ろ
う
。

先
ず
、
消
え
去
る
文
化
は
わ
れ
わ
れ
に
あ
る
都

市
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
事
実
は
、
わ
れ
わ
れ

の
６
６
０
の
都
市
が
改
造
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

す
で
に
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
あ
り
、
千
の
都
市
に
１
つ
面
、
だ
が
、

残
念
に
思
う
人
は
い
な
い
。

文
化
の
い
ま
１
つ
の
喪
失

は
、
古
い
村
が
消
え
去
っ
た

こ
と
だ
。
現
在
の
村
は
、
西

塘
や
南
潯
、
周
荘
、
同
里
、

鳥
鎮
な
ど
い
わ
ゆ
る
江
南
の

６
つ
の
鎮
が
比
較
的
よ
く

保
護
さ
れ
て
い
る
の
を
除
け

ば
、
そ
の
ほ
か
は
ほ
ぼ
消
失

し
て
し
ま
っ
た
。

世
界
に
は
歴
史
の
古
い
国

が
数
多
く
あ
り
、
イ
タ
リ
ア

や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス

に
行
け
ば
、
詩
の
よ
う
に
美

し
い
古
い
村
を
発
見
す
る
。

で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
？
西
逓

や
宏
村
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
の

今
の
古
い
村
は
す
で
に
世
界

文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
入
っ
て
見
れ
ば
、
ほ
ぼ

新
し
い
も
の
ば
か
り
だ
。

か
れ
ら
は
新
し
い
も
の
が

好
き
な
の
で
は
な
く
、
た
だ
古
い
も
の
を
売
れ

ば
よ
り
多
く
の
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
う
し
た
古
い
村
は
ほ
ぼ
骨
董
業
者

に
す
っ
か
り
あ
さ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
北
京
の

潘
家
園
を
観
察
し
て
１
０
数
年
に
な
る
が
、
後

に
私
は
「
潘
家
園
か
ら
中
国
伝
統
文
化
の
流
失

を
見
る
」
を
発
表
し
た
。
最
も
早
く
彼
ら
が
売

り
に
出
し
た
の
は
、
家
庭
の
貴
重
品
、
さ
ら
に

壁
上
の
書
画
、
家
具
、
部
屋
に
あ
る
文
房
具
を

売
る
よ
う
に
な
り
、
最
後
に
売
っ
た
の
は
？
牛

の
足
、
柱
、
そ
し
て
家
も
す
っ
か
り
な
く
な
っ

た
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
こ
う
し
た
場
所
を
、

私
は
「
文
化
の
空
白
」
と
呼
ん
だ
。

わ
れ
わ
れ
中
華
民
族
の
歴
史
に
「
空
白
」
の
現

象
が
現
わ
れ
た
こ
と
は
、
痛
惜
の
こ
と
で
あ
る
。

私
は
よ
く
思
う
の
だ
が
、
後
世
は
き
っ
と
わ
れ
わ

れ
を
無
知
だ
と
罵
倒
す
る
だ
ろ
う
。
文
化
の
転
換

期
に
わ
れ
わ
れ
が
し
た
こ
と
は
、
欧
州
人
に
遥
か

に
及
ば
な
い
か
ら
だ
。
中
国
は
ま
だ
比
較
的
貧
し

く
、
先
ず
は
お
腹
の
問
題
を
解
決
し
、
豊
か
に

な
っ
た
ら
文
化
、
精
神
面
の
問
題
を
考
え
る
、
と

い
う
見
方
が
あ
る
。
だ
が
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
文

化
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
国
が
豊
か
に

な
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
良
い
こ
と
だ
が
、
わ
れ
わ

れ
の
国
、
わ
れ
わ
れ
の
民
族
は
ど
こ
ま
で
豊
か
に

な
っ
た
ら
、
「
一
息
」
と
見
な
す
の
か
、
わ
れ
わ

れ
の
生
命
を
育
む
文
化
と
結
び
つ
く
の
か
。
わ
れ

わ
れ
の
１
つ
の
世
代
、
次
ぎ
の
世
代
が
交
流
で
き

る
の
は
、
共
通
の
文
化
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
の
文
化
は
単
な
る
言
語
で
は
な
く
、
単
な

る
わ
れ
わ
れ
が
用
い
る
語
彙
で
も
な
く
、
同
じ
表

情
、
同
じ
方
法
で
非
常
に
た
や
す
く
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
に
は
一
種
の
反
応
が
あ

り
、
こ
の
種
の
反
応
は
共
通
の
文
化
が
育
て
た
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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